
黄
表
紙
『
優
美
源
氏
鎧
雛
形
』
（
安
永
六
年
刊
）
に
つ
い
て
 

＞
切
甘
ユ
叱
o
「
旨
冒
叫
再
ミ
i
y
o
r
o
i
h
i
n
a
g
a
、夏 

（
る
by
8
匡”

published

す
吉
o
《ひ） 

d
ロ
O
d

く
口
甘
“
ゆ
 

や
 
さ
 
げ
ん
じ
よ
ろ
い
ひ
な
が
た
 

本
稿
は
、
東
京
都
立
中
央
図
書
館
加
賀
文
庫
蔵
の
『
優
美
源
氏
鎧
雛
形
』
 

に
つ
い
て
そ
の
書
誌
的
記
録
を
述
べ
、
写
真
版
お
よ
び
翻
刻
を
示
し
、
注
釈
 

と
解
説
を
付
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
写
真
版
は
国
文
学
研
究
資
料
館
の
 

新
日
本
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
上
に
公
開
さ
れ
た
も
の
を
使
用
し
た
。
 

ま
た
、
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
大
東
急
記
念
文
庫
本
を
参
照
し
た
。
閲
覧
お
 

よ
び
掲
載
を
ご
許
可
い
た
だ
い
た
都
立
中
央
図
書
館
加
賀
文
庫
お
よ
び
大
東
 

急
記
念
文
庫
の
皆
様
に
深
謝
申
し
上
げ
る
。
 

一
、
書
誌
的
記
録
 

本
書
に
つ
い
て
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
の
『
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
』
に
 

q
 

以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
 

有
 
働
 

裕 

著

作

I
D
 

l
7
6
8
9
9
6
 

統
一
書
名
 
優
美
源
氏
鎧
雛
形
（
や
さ
げ
ん
じ
よ
ろ
い
ひ
な
が
た
）
 

（
く
島
a
g
e
且

iy
o
「o
ih
す
a
g
a
t
a
) 

巻
冊
 
三
巻
 

角
書
 
伊
藤
館
北
条
館
 

著
者
 
柳
川
／
桂
子
（
く
anaga
国
ゆ
因
eis
匡） 

作
 

鳥
居
／
清
経
（
H
o
ユ
（
る
×
o
tsune
） 

画
 

分
類
 
黄
表
紙
 

成
立
年
 
安
永
六
刊
（
1777
) 

国
書
所
在
 

【
版
】
日
比
谷
加
賀
、
大
橋
、
大
東
急
 

著
作
種
別
 
和
古
書
 

著
作
ソ
ー
ス
 

『
国
書
総
目
録
』
所
収
、
一
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や

さ
げ
ん
じ
よ
ろ
い
ひ
な
が
た

本
稿
は
、
東
京
都
立
中
央
図
書
館
加
賀
文
庫
蔵
の
『
優
美
源
氏
鎧
雛
形
』

に
つ
い
て
そ
の
書
誌
的
記
録
を
述
べ
、
写
真
版
お
よ
び
翻
刻
を
示
し
、
注
釈

と
解
説
を
付
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
写
真
版
は
国
文
学
研
究
資
料
館
の

新
日
本
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
上
に
公
開
さ
れ
た
も
の
を
使
用
し
た
。

ま
た
、
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
大
東
急
記
念
文
庫
本
を
参
照
し
た
。
閲
覧
お

よ
び
掲
載
を
ご
許
可
い
た
だ
い
た
都
立
中
央
図
書
館
加
賀
文
庫
お
よ
び
大
東

急
記
念
文
庫
の
皆
様
に
深
謝
申
し
上
げ
る
。

一
、
書
誌
的
記
録

本
書
に
つ
い
て
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
の
『
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
』
に

以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

著
作ID

1768996

統
一
書
名

優
美
源
氏
鎧
雛
形
（
や
さ
げ
ん
じ
よ
ろ
い
ひ
な
が
た
）

（Y
asagenjiyoroihinagata

）

巻
冊

三
巻

角
書

伊
藤
館
北
条
館

著
者

柳
川
／
桂
子
（Y

anagaw
a
K
eishi

）
作

鳥
居
／
清
経
（ToriiK

iyotsune

）
画

分
類

黄
表
紙

成
立
年

安
永
六
刊
（1777

）

国
書
所
在
【
版
】
日
比
谷
加
賀
、
大
橋
、
大
東
急

著
作
種
別

和
古
書

著
作
ソ
ー
ス
『
国
書
総
目
録
』
所
収
、1

黄
表
紙
『
優
美
源
氏
鎧
雛
形
』（
安
永
六
年
刊
）
に
つ
い
て

有

働

裕

A
study

ofYasagenjiyoroihinagata

（K
ibyoshi,published

in
A
nei6

）

U
D
O
U
Y
utaka

― １２２ ―

（１）



和
五
五
年
発
行
）
の
「
小
説
・
物
語
（
黄
表
紙
）
」
の
項
に
は
、
次
の
よ
う
 

に
記
さ
れ
て
い
る
。
 

幻
 

ま
た
、
『
東
京
都
立
日
比
谷
図
書
館
蔵
 
加
賀
文
庫
目
録
 
補
訂
版
』
（
昭
 

黄表紙『優美源氏鎧雛形』（安永六年刊）について 

や
 
さ
 

1
0
0
6
3
 
伊
藤
館
／
北
條
館
 
優
美
源
氏
鎧
雛
形
 
函
 83 

ー
 11
 

柳
川
桂
子
著
 
鳥
居
清
経
經
画
 

江
戸
 
鶴
屋
喜
右
衛
門
 
安
永
6
 

3
冊
合
1
 

小
 

な
お
、
棚
橋
正
博
氏
の
『
黄
表
紙
総
覧
 
前
篇
』
（
青
裳
堂
・
一
九
八
六
 

年
）
に
は
以
下
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
 

い
と
う
が
た
ち
 

ほ
う
ぜ
う
が
た
ち
 

や
 
さ
 
げ
ん
じ
よ
ろ
ひ
ひ
な
が
た
 

〇
伊
藤
館
／
北
条
館
 
優
美
源
氏
鎧
雛
形
 

三
巻
・
三
冊
・
十
五
丁
 
柳
川
桂
子
作
 
鳥
居
清
経
画
 
鶴
屋
板
 

〇
序
文
、
跋
文
ナ
シ
・
桂
子
作
（
十
五
ウ
）
・
鳥
居
清
経
画
（
十
五
ウ
）
 

〇
柱
題
「
や
さ
源
氏
」
（
一
ー
十
五
了
）
 

や
さ
げ
ん
じ
 

ど
に
ち
の
ま
き
 

よ
り
と
も
し
ち
き
 
お
ち
 

［
備
考
］
次
書
（
誌
源
氏
／
後
日
巻
 
頼
朝
七
騎
落
、
有
働
注
）
の
 

前
編
。
伊
豆
蛭
が
島
に
流
罪
と
な
っ
た
頼
朝
を
め
ぐ
る
安
達
盛
長
・
 

伊
東
入
道
・
文
覚
・
真
田
与
一
の
説
話
を
織
り
ま
ぜ
る
。
 

加
賀
文
庫
本
の
体
裁
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
 

①
表
紙
 
後
の
も
の
。
無
地
。
水
色
。
一
七
・
五
m

×
一
二
・
七
m
。
「
伊
 

東
館
／
北
条
館
 
優
美
源
氏
鎧
雛
形
 
全
」
と
墨
書
さ
れ
た
後
の
題
簽
 

（
一
四
・
四
m

×
三
・
一
m
）
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
。
 

②
題
簽
 
中
巻
の
原
題
簽
（
一
三
・
一
m

×
九
・
七
m
）
が
表
紙
見
返
し
 

に
、
下
巻
の
原
題
簽
（
二
二
・
三
m

×
九
・
五
m
）
が
裏
表
紙
見
返
し
に
 

貼
付
さ
れ
て
い
る
。
 

③
匡
郭
 
十
五
・
五
m

×
十
一
・
五
m
。 

④
板
心
 
「
－
ゃ
さ
源
氏
上
 

一 
（
ー
五
）
 

」 

「
－
ゃ
さ
源
氏
中
 
－

 

六
（
ー
十
）
 

」 

「
－
ゃ
さ
源
氏
下
 

－

十

一

 
（
ー
十
四
）
」
 

「
－
ゃ
さ
源
氏
下
終
 

－

十

五

了

 

」 

⑤
紙
数
・
冊
数
 
各
五
丁
、
計
十
五
丁
。
三
冊
合
一
。
 

⑥
画
作
者
 
十
五
丁
裏
に
「
桂
子
作
」
「
鳥
居
清
經
画
」
と
あ
る
。
 

は
な
の
よ
そ
ほ
ひ
つ
い
の
 

⑦
刊
記
 
な
し
。
表
紙
見
返
し
に
「
安
永
六
年
」
と
墨
書
。
『
花
 
粧
 
対
 

き
や
、
つ
だ
い
 

兄
弟
』
（
柳
川
桂
子
作
、
鳥
居
清
経
画
、
鶴
屋
板
）
の
一
丁
表
の
広
告
 

「
酉
の
と
し
新
板
も
ろ
？
、
」
に
本
書
が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
安
 

永
六
年
と
推
定
さ
れ
る
。
 

⑧
彩
色
 
全
丁
に
わ
た
り
、
朱
・
青
・
白
・
緑
・
黄
・
茶
色
な
ど
の
彩
色
が
 

施
さ
れ
て
い
る
。
 

ま
た
、
大
東
急
記
念
文
庫
本
は
加
賀
文
庫
本
と
同
版
本
で
あ
り
、
『
大
東
 

急
記
念
文
庫
書
目
』
（
昭
和
三
十
年
発
行
）
に
は
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
 

い
る
。
 

や
 
さ
げ
ん
じ
よ
ろ
ひ
ひ
な
が
た
 

伊
藤
館
／
北
條
館
 
優
美
源
氏
鎧
雛
形
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ま
た
、『
東
京
都
立
日
比
谷
図
書
館
蔵

加
賀
文
庫
目
録

補
訂
版
』（
昭

和
五
五
年
発
行
）
の
「
小
説
・
物
語
（
黄
表
紙
）」
の
項
に
は
、
次
の
よ
う

に
記
さ
れ
て
い
る
。

や

さ

１
０
０
６
３

伊
藤
館
／
北
條
館

優
美
源
氏
鎧
雛
形

函
８３
│
１１

柳
川
桂
子
著

鳥
居
清
経
經
画

江
戸

鶴
屋
喜
右
衛
門

安
永
６

３
冊
合
１

小

な
お
、
棚
橋
正
博
氏
の
『
黄
表
紙
総
覧

前
篇
』（
青
裳
堂
・
一
九
八
六

年
）
に
は
以
下
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

い
と
う
が
た
ち

ほ
う
ぜ
う
が
た
ち

や

さ
げ
ん
じ
よ
ろ
ひ
ひ
な
が
た

○
伊
藤
館
／
北
条
館

優
美
源
氏
鎧
雛
形

三
巻
・
三
冊
・
十
五
丁

柳
川
桂
子
作

鳥
居
清
経
画

鶴
屋
板

○
序
文
、
跋
文
ナ
シ
・
桂
子
作
（
十
五
ウ
）・
鳥
居
清
経
画
（
十
五
ウ
）

○
柱
題
「
や
さ
源
氏
」（
一
〜
十
五
了
）

や
さ
げ
ん
じ

ご
に
ち
の
ま
き

よ
り
と
も
し
ち
き
お
ち

﹇
備
考
﹈
次
書
（

源
氏
／
後
日
巻

頼
朝
七
騎
落
、
有
働
注
）
の

前
編
。
伊
豆
蛭
が
島
に
流
罪
と
な
っ
た
頼
朝
を
め
ぐ
る
安
達
盛
長
・

伊
東
入
道
・
文
覚
・
真
田
与
一
の
説
話
を
織
り
ま
ぜ
る
。

加
賀
文
庫
本
の
体
裁
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

⑴
表
紙

後
の
も
の
。
無
地
。
水
色
。
一
七
・
五
㎝
×
一
二
・
七
㎝
。「
伊

東
館
／
北
条
館

優
美
源
氏
鎧
雛
形

全
」
と
墨
書
さ
れ
た
後
の
題
簽

（
一
四
・
四
㎝
×
三
・
一
㎝
）
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
。

⑵
題
簽

中
巻
の
原
題
簽
（
一
三
・
一
㎝
×
九
・
七
㎝
）
が
表
紙
見
返
し

に
、
下
巻
の
原
題
簽
（
一
三
・
三
㎝
×
九
・
五
㎝
）
が
裏
表
紙
見
返
し
に

貼
付
さ
れ
て
い
る
。

⑶
匡
郭

十
五
・
五
㎝
×
十
一
・
五
㎝
。

⑷
板
心
「

や
さ
源
氏
上

一
（
〜
五
）
」

「

や
さ
源
氏
中

六
（
〜
十
）
」

「

や
さ
源
氏
下

十
一
（
〜
十
四
）」

「

や
さ
源
氏
下
終

十
五
了

」

⑸
紙
数
・
冊
数

各
五
丁
、
計
十
五
丁
。
三
冊
合
一
。

⑹
画
作
者

十
五
丁
裏
に
「
桂
子
作
」「
鳥
居
清
經
画
」
と
あ
る
。

は
な
の
よ
そ
ほ
ひ
つ
い
の

⑺
刊
記

な
し
。
表
紙
見
返
し
に
「
安
永
六
年
」
と
墨
書
。『
花
粧

対

き
や
う
だ
い

兄
弟
』（
柳
川
桂
子
作
、
鳥
居
清
経
画
、
鶴
屋
板
）
の
一
丁
表
の
広
告

「
酉
の
と
し
新
板
も
ろ
�
�
」
に
本
書
が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
安

永
六
年
と
推
定
さ
れ
る
。

⑻
彩
色

全
丁
に
わ
た
り
、
朱
・
青
・
白
・
緑
・
黄
・
茶
色
な
ど
の
彩
色
が

施
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
大
東
急
記
念
文
庫
本
は
加
賀
文
庫
本
と
同
版
本
で
あ
り
、『
大
東

急
記
念
文
庫
書
目
』（
昭
和
三
十
年
発
行
）
に
は
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て

い
る
。

や

さ
げ
ん
じ
よ
ろ
ひ
ひ
な
が
た

伊
藤
館
／
北
條
館

優
美
源
氏
鎧
雛
形

黄表紙『優美源氏鎧雛形』（安永六年刊）について （２）

― １２１ ―



裕
 

働
 

有
 

三
巻
 
柳
川
桂
子
作
 
鳥
居
清
經
畫
 
安
永
六
刊
 

（冊） 

一 
（
函
）
四
四
 

（
架
）
三
一
 

（
番
號
）
四
三
一
七
 

大
東
急
記
念
文
庫
本
の
体
裁
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
 

①
表
紙
 
原
の
も
の
。
無
地
。
黄
色
。
一
七
・
六
m

×
二
二
・
〇
m
。 

②
題
簽
 
原
題
簽
は
な
い
。
「
伊
東
館
／
北
条
館
 
優
美
源
氏
鎧
雛
形
 
三
 

冊
 
上
中
下
」
と
墨
書
さ
れ
た
後
の
題
簽
（
二
二
・
七
m

×
二
・
四
m
) 

が
表
紙
に
貼
付
さ
れ
て
い
る
。
 

③
匡
郭
 
十
五
・
五
m

×
十
一
・
五
m
。 

④
板
心
 
加
賀
文
庫
本
と
同
。
 

⑤
紙
数
・
冊
数
 
各
五
丁
、
計
十
五
丁
。
三
冊
合
一
。
 

⑥
刊
記
 
な
し
。
表
紙
見
返
し
に
、
「
安
永
六
年
」
と
墨
書
。
 

⑦
彩
色
 
な
し
。
 

な
お
、
旧
大
橋
図
書
館
（
三
康
図
書
館
）
本
に
つ
い
て
は
未
見
で
あ
る
。
 

ニ
、
影
印
及
び
翻
刻
 

翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
原
本
で
平
仮
名
表
記
と
な
っ
て
い
る
部
分
に
適
宜
 

漢
字
を
当
て
、
原
本
の
表
記
を
振
り
仮
名
で
示
し
た
。
ま
た
、
適
宜
句
読
点
 

や
鉤
括
弧
を
補
っ
た
。
原
本
で
判
読
し
が
た
い
箇
所
に
つ
い
て
は
大
東
急
記
 

念
文
庫
本
で
補
っ
た
。
 

な
お
、
注
釈
で
の
『
平
家
物
語
』
の
本
文
は
梶
原
正
昭
・
山
下
宏
明
校
注
 

に
 

の
新
日
本
古
典
文
学
大
系
（
岩
波
書
店
・
一
九
九
一
年
）
に
、
『
源
平
盛
衰
 

記
』
は
市
古
貞
次
・
大
曽
根
章
介
ほ
か
校
注
の
「
中
世
の
文
学
」
（
三
弥
井
 

書
店
・
二
〇
〇
八
年
）
に
、
『
曽
我
物
語
』
は
日
本
古
典
文
学
大
系
（
岩
波
 

書
店
・
一
九
六
六
年
）
に
、
『
頼
朝
伊
豆
日
記
』
は
『
竹
本
義
太
夫
浄
瑠
璃
 

正
本
集
 
上
巻
』
（
大
学
書
店
・
一
九
九
五
年
）
に
よ
っ
た
。
 

（
加
賀
文
庫
本
表
紙
）
 

一b
－
封
－
一
二
－
一
一
一
一
醗
ゴ
器
兔
一
O
一》三ニ三ニ
ニhH
三ニ」三
L
 

金 繊
優
妖
孫
餐
雛
歌
全
 

。
 

き
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三
巻

柳
川
桂
子
作

鳥
居
清
經
畫

安
永
六
刊

（
冊
）
一
（
函
）
四
四
（
架
）
三
一
（
番
號
）
四
三
一
七

大
東
急
記
念
文
庫
本
の
体
裁
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

⑴
表
紙

原
の
も
の
。
無
地
。
黄
色
。
一
七
・
六
㎝
×
一
三
・
〇
㎝
。

⑵
題
簽

原
題
簽
は
な
い
。「
伊
東
館
／
北
条
館

優
美
源
氏
鎧
雛
形

三

冊

上
中
下
」
と
墨
書
さ
れ
た
後
の
題
簽
（
一
三
・
七
㎝
×
二
・
四
㎝
）

が
表
紙
に
貼
付
さ
れ
て
い
る
。

⑶
匡
郭

十
五
・
五
㎝
×
十
一
・
五
㎝
。

⑷
板
心

加
賀
文
庫
本
と
同
。

⑸
紙
数
・
冊
数

各
五
丁
、
計
十
五
丁
。
三
冊
合
一
。

⑹
刊
記

な
し
。
表
紙
見
返
し
に
、「
安
永
六
年
」
と
墨
書
。

⑺
彩
色

な
し
。

な
お
、
旧
大
橋
図
書
館
（
三
康
図
書
館
）
本
に
つ
い
て
は
未
見
で
あ
る
。

二
、
影
印
及
び
翻
刻

翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
原
本
で
平
仮
名
表
記
と
な
っ
て
い
る
部
分
に
適
宜

漢
字
を
当
て
、
原
本
の
表
記
を
振
り
仮
名
で
示
し
た
。
ま
た
、
適
宜
句
読
点

や
鉤
括
弧
を
補
っ
た
。
原
本
で
判
読
し
が
た
い
箇
所
に
つ
い
て
は
大
東
急
記

念
文
庫
本
で
補
っ
た
。

な
お
、
注
釈
で
の
『
平
家
物
語
』
の
本
文
は
梶
原
正
昭
・
山
下
宏
明
校
注

の
新
日
本
古
典
文
学
大
系
（
岩
波
書
店
・
一
九
九
一
年
）
に
、『
源
平
盛
衰

記
』
は
市
古
貞
次
・
大
曽
根
章
介
ほ
か
校
注
の
「
中
世
の
文
学
」（
三
弥
井

書
店
・
二
〇
〇
八
年
）
に
、『
曽
我
物
語
』
は
日
本
古
典
文
学
大
系
（
岩
波

書
店
・
一
九
六
六
年
）
に
、『
頼
朝
伊
豆
日
記
』
は
『
竹
本
義
太
夫
浄
瑠
璃

正
本
集

上
巻
』（
大
学
書
店
・
一
九
九
五
年
）
に
よ
っ
た
。

（
加
賀
文
庫
本
表
紙
）

有 働 裕

― １２０ ―
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.
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ク
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×
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い
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セ
カ
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き／ 彰
報
醍
m
買
話
コ
謝
 

『
）
胆
 

さ
縄
 

一Hl
ノ
・
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《
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）
」
紀
山
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i
 

』
り
ソ
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《
・
t
 

一
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人
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《
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一
、
‘
h
o
d
い
又
 

一一 

‘5
●
の
山
‘
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、

、

L

 

？
×
ら
・
し
 

、
 

「
，
h
J
・・《ー 

‘、 

磁
 

ぐ毒、- 
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- 11
 

い
」
ー
哩
・
馴
 

、 

（
題
簽
）
 

い
と
う
が
た
ち
 

し
ん
 

伊
東
館
 

⑤
 

ほ
、
っ
せ
、
っ
か
た
ち
 

は
ん
 

北
条
館
 

や
 
さ
げ
ん
じ
よ
ろ
ひ
ひ
な
が
た
 

優
美
源
氏
鎧
雛
形
 
中
 

（
一
丁
表
）
 

こ
、
に
伊
東
入
道
が
鵬
鷹
嬬
、
煽
轍
に
騨
れ
秘
め
、
人
知
ら
ず
難
り
を
 

ひ

と

り

 

て
、
つ
あ
い
 

こ
め
、
一
人
の
寵
愛
を
も
う
け
ら
る
。
 

の
す
け
よ
り
と
も
 

ち
・
よ
し
と
も
う
 

し
に
 

む
ね
き
よ
 

い
 

2
 

右
兵
衛
之
佐
頼
朝
は
、
御
父
義
朝
討
ち
死
の
後
、
宗
清
に
生
け
捕
ら
れ
、
 

、つ 

い
け
と
の
 

な
さ
 

み
や
こ
 

い
 
づ
 

い

と

う

 

う
つ
 

す
で
に
討
た
る
べ
か
り
し
を
、
池
殿
の
情
け
に
て
都
よ
り
伊
豆
の
伊
東
へ
移
 

さ
れ
給
ふ
。
 

頼
朝
の
御
子
を
と
ぢ
ほ
う
ぎ
み
と
申
け
る
。
 

灘
鵬
 

〇
右
兵
衛
之
佐
頼
朝
ー
 
朝
は
平
治
元
年
（
一
一
五
九
）
に
右
兵
衛
権
佐
に
 

任
じ
ら
れ
て
い
る
。
 

〇
辰
姫
ー
『
源
平
盛
衰
記
』
巻
十
八
、
『
曽
我
物
語
』
 

巻
二
等
で
は
三
女
と
の
み
記
さ
れ
て
い
る
（
解
説
参
照
）
。
 

〇
宗
清
ー
平
 

宗
清
。
平
頼
盛
の
郎
等
で
、
『
愚
管
抄
』
巻
五
等
に
は
逃
亡
中
の
頼
朝
を
捕
 

ら
え
た
と
あ
り
、
『
平
治
物
語
』
巻
下
に
は
、
拘
禁
中
の
頼
朝
を
支
援
し
た
 

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
 

〇
池
殿
ー
 
原
宗
兼
の
娘
、
宗
子
。
平
忠
盛
の
 

後
妻
。
 

〇
と
ぢ
ほ
う
ぎ
み
ー
頼
朝
が
伊
東
祐
親
e
三
女
と
の
間
に
も
う
け
 

た
男
子
は
、
『
源
平
盛
衰
記
』
巻
十
八
や
『
曽
我
物
語
』
巻
二
、
浄
瑠
璃
 

せ
ん
づ
る
 

『
頼
朝
伊
豆
日
記
』
な
ど
で
は
「
千
鶴
」
と
な
っ
て
い
る
（
解
説
参
照
）
。
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（
題
簽
）

い
と
う
が
た
ち

し
ん

伊
東
館

や

さ
げ
ん
じ
よ
ろ
ひ
ひ
な
が
た

酉

優
美
源
氏
鎧
雛
形

中

ほ
う
せ
う
か
た
ち

は
ん

北
条
館

（
一
丁
表
）

む
す
め
た
つ
ひ
め

よ
り
と
も

な

そ

し

ち
ぎ

こ
ゝ
に
伊
東
入
道
が
娘
辰
姫
、
頼
朝
に
馴
れ
初
め
、
人
知
ら
ず
契
り
を

ひ
と
り

て
う
あ
い

こ
め
、
一
人
の
寵
愛
を
も
う
け
ら
る
。

の
す
け
よ
り
と
も

ち
ゝ
よ
し
と
も
う

し
に

む
ね
き
よ

い

ど

右
兵
衛
之
佐
頼
朝
は
、
御
父
義
朝
討
ち
死
の
後
、
宗
清
に
生
け
捕
ら
れ
、

う

い
け
と
の

な
さ

み
や
こ

い

づ

い
と
う

う
つ

す
で
に
討
た
る
べ
か
り
し
を
、
池
殿
の
情
け
に
て
都
よ
り
伊
豆
の
伊
東
へ
移

さ
れ
給
ふ
。

よ
り
と
も

こ

頼
朝
の
御
子
を
と
ぢ
ほ
う
ぎ
み
と
申
け
る
。

た
き
が
わ

瀧
川

○
右
兵
衛
之
佐
頼
朝
│
頼
朝
は
平
治
元
年
（
一
一
五
九
）
に
右
兵
衛
権
佐
に

任
じ
ら
れ
て
い
る
。

○
辰
姫
│
『
源
平
盛
衰
記
』
巻
十
八
、『
曽
我
物
語
』

巻
二
等
で
は
三
女
と
の
み
記
さ
れ
て
い
る
（
解
説
参
照
）。

○
宗
清
│
平

宗
清
。
平
頼
盛
の
郎
等
で
、『
愚
管
抄
』
巻
五
等
に
は
逃
亡
中
の
頼
朝
を
捕

ら
え
た
と
あ
り
、『
平
治
物
語
』
巻
下
に
は
、
拘
禁
中
の
頼
朝
を
支
援
し
た

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

○
池
殿
│
藤
原
宗
兼
の
娘
、
宗
子
。
平
忠
盛
の

後
妻
。

○
と
ぢ
ほ
う
ぎ
み
│
頼
朝
が
伊
東
祐
親
の
三
女
と
の
間
に
も
う
け

た
男
子
は
、『
源
平
盛
衰
記
』
巻
十
八
や
『
曽
我
物
語
』
巻
二
、
浄
瑠
璃

せ
ん
づ
る

『
頼
朝
伊
豆
日
記
』
な
ど
で
は
「
千
鶴
」
と
な
っ
て
い
る
（
解
説
参
照
）。

黄表紙『優美源氏鎧雛形』（安永六年刊）について （４）
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しー 

冀
ト
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」
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-' 
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一
 

「

 

－

 

ー・ 

「

ー

ー

ー

 

－
 11 

ー

「

l

1

1

 

HF 

、、 

・
‘
・
、
ソ
h
 麗 

鱗． 

l艮 

琴 
0 \i 

(
 N 

静 

\ 三夢臓ど鍬 

堰｛L 

篇 
、 

、、 

、 

ーー ～一 

、ニ~・，」 ニ ー 、 

（
一
丁
裏
二
丁
表
）
 

例
菊
入
道
は
、
鵬
鷹
嬬
と
煽
轍
の
中
に
都
郡
の
で
き
し
こ
と
、
巨
球
に
は
 

よ
ろ
こ
 

な
い
し
ん
 

け
 

き
こ
 

お
も
 

い
へ
 

」」 

喜
べ
ど
も
、
内
心
に
は
平
家
へ
の
聞
へ
あ
し
く
思
ひ
つ
ぐ
け
、
家
の
子
の
内
に
 

し
ん
ざ
ん
 

け

ら

い

す

く

ね

 

ふ
し
づ
 

は
い
か
ぐ
と
、
新
参
の
家
来
宿
祢
太
郎
に
申
つ
け
、
柴
漬
け
に
つ
け
さ
す
る
。
 

ほ
、
つ
 

し
ん
さ
ん
や
く
 

む
す
め
 

よ
り
と
も
 

し
 

「
そ
の
方
、
新
参
役
に
娘
と
頼
朝
が
こ
し
ら
へ
た
わ
つ
ば
し
を
、
人
知
ら
ず
 

す
 
ま
 

、
っ
み
 

簀
巻
き
に
し
て
海
へ
ふ
ち
こ
め
。
」
 

徹
楓
太
郎
本
名
島
露
o
 

か
ん
げ
ん
 

伊
東
九
郎
祐
清
諌
言
す
る
。
 

「
そ
れ
は
し
か
し
、
あ
ま
り
じ
や
。
」
 

す

く

ね

 

よ
り
と
も
 

せ
ん
 

い
て
 

ひ
そ
 

い
と
、
つ
 

じ
や
け
ん
 

や
、
っ
す
 

し
 

宿
祢
太
郎
は
頼
朝
の
御
前
へ
出
、
密
か
に
伊
東
が
邪
険
の
様
子
を
知
ら
す
 

る。 「
そ
れ
が
し
、
宿
禰
太
郎
と
名
の
り
て
入
こ
み
し
は
、
入
道
が
心
引
見
ん
た
 

は
 

ゆ
だ
ん
 

め
。
果
た
し
て
油
断
は
な
り
ま
せ
ぬ
。
」
 

お
そ
 

た
く
 

「
は
て
、
恐
ろ
し
い
企
み
じ
や
。
」
 

こ
 

か
い
 

す
 

「
い
と
し
や
、
こ
の
子
を
海
へ
捨
て
ん
と
は
。
」
 

こ
の
徹
楓
太
郎
と
は
か
選
藤
九
郎
島
長
な
れ
は
、
煽
轍
へ
は
大
忠
臣
な
 

す
が
は
ら
 

す

く

ね

 

ち
が
 

り
。
菅
原
の
宿
禰
太
郎
と
は
違
い
ま
す
。
 

〇
柴
漬
け
ー
 
を
簀
巻
き
な
ど
に
し
て
水
中
へ
投
げ
入
れ
る
こ
と
。
柴
を
用
 

い
た
漁
法
に
由
来
す
る
名
称
。
 

〇
安
達
藤
九
郎
盛
長
ー
流
人
時
代
か
ら
頼
 

臣

一

 

朝
の
近
習
と
し
て
仕
え
た
。
本
文
で
は
、
『
菅
原
伝
授
手
習
鑑
』
に
登
場
す
 

る
「
宿
禰
太
郎
」
と
は
別
人
、
と
説
明
を
加
え
て
い
る
。
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（
一
丁
裏
二
丁
表
）

い
と
う

む
す
め
た
つ
ひ
め

よ
り
と
も

わ
か
き
み

う
は
べ

伊
東
入
道
は
、
娘
辰
姫
と
頼
朝
の
中
に
若
君
の
で
き
し
こ
と
、
上
辺
に
は

よ
ろ
こ

な
い
し
ん

け

き
こ

お
も

い
へ

こ

喜
べ
ど
も
、内
心
に
は
平
家
へ
の
聞
へ
あ
し
く
思
ひ
つ
ゞ
け
、家
の
子
の
内
に

し
ん
ざ
ん

け
ら
い
す
く
ね

ふ
し
づ

は
い
か
ゞ
と
、
新
参
の
家
来
宿
祢
太
郎
に
申
つ
け
、
柴
漬
け
に
つ
け
さ
す
る
。

ほ
う

し
ん
さ
ん
や
く

む
す
め

よ
り
と
も

し

「
そ
の
方
、
新
参
役
に
娘
と
頼
朝
が
こ
し
ら
へ
た
わ
つ
ば
し
を
、
人
知
ら
ず

す

ま

う
み

簀
巻
き
に
し
て
海
へ
ふ
ち
こ
め
。」

す
く
ね

も
り
な
が

宿
祢
太
郎
本
名
盛
長
。

か
ん
げ
ん

伊
東
九
郎
祐
清
諫
言
す
る
。

「
そ
れ
は
し
か
し
、
あ
ま
り
じ
や
。」

す
く
ね

よ
り
と
も

せ
ん

い
て

ひ
そ

い
と
う

じ
や
け
ん

や
う
す

し

宿
祢
太
郎
は
頼
朝
の
御
前
へ
出
、
密
か
に
伊
東
が
邪
険
の
様
子
を
知
ら
す

る
。

す
く
ね

な

み

「
そ
れ
が
し
、
宿
禰
太
郎
と
名
の
り
て
入
こ
み
し
は
、
入
道
が
心
引
見
ん
た

は

ゆ
だ
ん

め
。
果
た
し
て
油
断
は
な
り
ま
せ
ぬ
。」

お
そ

た
く

「
は
て
、
恐
ろ
し
い
企
み
じ
や
。」

こ

か
い

す

「
い
と
し
や
、
こ
の
子
を
海
へ
捨
て
ん
と
は
。」

す
く
ね

あ
だ
ち

も
り

よ
り
と
も

こ
の
宿
祢
太
郎
と
は
安
達
藤
九
郎
盛
長
な
れ
は
、
頼
朝
へ
は
大
忠
臣
な

す
が
は
ら

す
く
ね

ち
が

り
。
菅
原
の
宿
禰
太
郎
と
は
違
い
ま
す
。

○
柴
漬
け
│
体
を
簀
巻
き
な
ど
に
し
て
水
中
へ
投
げ
入
れ
る
こ
と
。
柴
を
用

い
た
漁
法
に
由
来
す
る
名
称
。

○
安
達
藤
九
郎
盛
長
│
流
人
時
代
か
ら
頼

朝
の
近
習
と
し
て
仕
え
た
。
本
文
で
は
、『
菅
原
伝
授
手
習
鑑
』
に
登
場
す

る
「
宿
禰
太
郎
」
と
は
別
人
、
と
説
明
を
加
え
て
い
る
。

有 働 裕

― １１８ ―
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二
丁
裏
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表
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か
な
 

「
悲
し
や
、
？
、
。
」
 

ふ
、
っ
ふ
 
わ
 

こ
 

わ
か
 

か
な
 

夫
婦
我
が
子
の
別
れ
を
悲
し
む
。
 

せ
ん
じ
や
、
つ
 

、つ 

じ
 

す
 
ま
 

し
 

ち
、
つ
ぎ
 

「
戦
場
で
討
ち
死
に
す
る
も
、
簀
巻
き
に
な
つ
て
死
ぬ
る
の
も
、
忠
義
に
ー
ー
 

ツ
は
ご
ざ
り
ま
せ
ぬ
。
」
 

た
つ
ひ
め
 

わ
 

こ
 

さ
い
 
ど
 

な

こ

り

お

 

き
た
 

も
り
な
か
 

辰
姫
、
我
が
子
の
最
期
を
名
残
惜
し
み
、
こ
、
へ
来
り
給
ひ
、
盛
長
が
心
 

ざ
し
を
蔵
じ
鳴
き
給
ふ
o
 

う
れ
 

ふ

ひ

ん

 

し
ゆ
 

お
も
 

「
心
さ
し
は
嬉
し
い
か
、
不
憫
や
。
そ
な
た
衆
の
心
が
思
ひ
や
ら
る
、
。
」
 

い
と
、
つ
 

ゆ
た
ん
 

ち
、
つ
し
ん
 

さ
む
ら
ひ
 

伊
東
入
道
が
心
を
油
断
さ
す
る
、
き
つ
い
忠
臣
の
侍
な
り
。
 

纂
太
郎
拠
が
審
へ
厭
り
、
一
子
ふ
じ
わ
か
を
、
都
麗
の
御
身
散
り
に
釦
春
 

ふ
 
ひ
ん
 

ふ
ち
 

マ
マ
 

き
に
し
て
、
不
憫
や
、
と
ぐ
ろ
き
か
淵
へ
す
ほ
ん
と
う
ち
こ
み
。
 

ふ
し
づ
 

〇
と
g

ろ
き
が
淵
ー
 
君
を
柴
漬
け
に
し
て
沈
め
た
場
所
は
『
源
平
盛
衰
 

記
』
巻
十
八
で
は
「
伊
豆
ノ
マ
ツ
カ
ハ
ノ
ヲ
ク
、
白
滝
ノ
底
」
。
『
曽
我
物
 

語
』
巻
二
や
『
頼
朝
伊
豆
日
記
』
な
ど
で
は
「
と
と
き
（
と
ど
き
）
の
淵
」
 

と
な
っ
て
い
る
。
 

「
郎
等
呼
び
よ
せ
て
、
若
君
い
ざ
な
ひ
だ
し
、
伊
豆
国
 

松
川
の
奥
を
た
づ
ね
、
と
、
き
の
淵
に
柴
づ
け
に
し
た
て
ま
つ
り
け
り
。
情
 

な
か
り
し
例
也
。
」
（
曽
我
物
語
巻
二
）
 

「
松
川
の
お
く
と
ぐ
き
の
ふ
ち
へ
 

し
づ
め
に
か
け
よ
」
（
頼
朝
伊
豆
日
記
）
 

ま
た
、
こ
の
地
を
「
と
ど
ろ
き
が
 

淵
」
と
す
る
伝
承
が
『
増
訂
豆
州
志
稿
』
（
寛
政
十
二
年
成
、
明
治
二
一
年
 

増
訂
）
に
記
さ
れ
、
『
大
日
本
地
名
辞
書
』
に
も
引
か
れ
て
い
る
。
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（
二
丁
裏
三
丁
表
）

か
な

「
悲
し
や
、
�
�
。」

ふ
う
ふ
わ

こ

わ
か

か
な

夫
婦
我
が
子
の
別
れ
を
悲
し
む
。

せ
ん
じ
や
う

う

じ

す

ま

し

ち
う
ぎ

「
戦
場
で
討
ち
死
に
す
る
も
、
簀
巻
き
に
な
つ
て
死
ぬ
る
の
も
、
忠
義
に
二

ツ
は
ご
ざ
り
ま
せ
ぬ
。」

た
つ
ひ
め

わ

こ

さ
い
ご

な
こ
り
お

き
た

も
り
な
か

辰
姫
、
我
が
子
の
最
期
を
名
残
惜
し
み
、
こ
ゝ
へ
来
り
給
ひ
、
盛
長
が
心

か
ん

な
け

ざ
し
を
感
じ
嘆
き
給
ふ
。

う
れ

ふ
ひ
ん

し
ゆ

お
も

「
心
さ
し
は
嬉
し
い
か
、
不
憫
や
。
そ
な
た
衆
の
心
が
思
ひ
や
ら
る
ゝ
。」

い
と
う

ゆ
た
ん

ち
う
し
ん

さ
む
ら
ひ

伊
東
入
道
が
心
を
油
断
さ
す
る
、
き
つ
い
忠
臣
の
侍
な
り
。

す
く
ね

わ

や

か
へ

わ
か
ぎ
み

み
か
は

す

ま

宿
祢
太
郎
我
が
家
へ
帰
り
、一
子
ふ
じ
わ
か
を
、若
君
の
御
身
替
り
に
簀
巻

ふ
ひ
ん

ふ
ち

マ
マ

き
に
し
て
、
不
憫
や
、
と
ゞ
ろ
き
か
淵
へ
す
ほ
ん
と
う
ち
こ
み
。

ふ
し
づ

○
と
ゞ
ろ
き
が
淵
│
若
君
を
柴
漬
け
に
し
て
沈
め
た
場
所
は
『
源
平
盛
衰

記
』
巻
十
八
で
は
「
伊
豆
ノ
マ
ツ
カ
ハ
ノ
ヲ
ク
、
白
滝
ノ
底
」。『
曽
我
物

語
』
巻
二
や
『
頼
朝
伊
豆
日
記
』
な
ど
で
は
「
と
と
き
（
と
ど
き
）
の
淵
」

と
な
っ
て
い
る
。
「
郎
等
呼
び
よ
せ
て
、
若
君
い
ざ
な
ひ
だ
し
、
伊
豆
国

松
川
の
奥
を
た
づ
ね
、
と
ゝ
き
の
淵
に
柴
づ
け
に
し
た
て
ま
つ
り
け
り
。
情

な
か
り
し
例
也
。」（
曽
我
物
語
巻
二
）

「
松
川
の
お
く
と
ゞ
き
の
ふ
ち
へ

し
づ
め
に
か
け
よ
」（
頼
朝
伊
豆
日
記
）
ま
た
、
こ
の
地
を
「
と
ど
ろ
き
が

淵
」
と
す
る
伝
承
が
『
増
訂
豆
州
志
稿
』（
寛
政
十
二
年
成
、
明
治
二
一
年

増
訂
）
に
記
さ
れ
、『
大
日
本
地
名
辞
書
』
に
も
引
か
れ
て
い
る
。
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丁
裏
四
丁
表
）
 

鷹
嬬
、
拠
か
予
の
い
の
ち
に
つ
、
か
な
け
れ
ば
、
藤
九
郎
島
露
か
鵬
郵
の
 

ほ
と
 

か
ん
 

な
げ
 

程
を
感
じ
嘆
く
。
 

も
り
 

つ
ま
た
き
か
わ
 

わ
 

こ
 

わ
か
 

か
な
 

盛
長
妻
滝
川
、
我
か
子
の
別
れ
を
悲
し
む
。
 

さ
い
」
」
 

ふ
じ
わ
か
最
期
。
 ど

の
 

「
さ
あ
、
と
ぢ
ぼ
う
殿
は
、
か
く
の
と
を
り
で
ご
ざ
り
ま
す
。
」
 

「
で
か
し
た
、
で
か
し
た
。
」
 

よ
り
と
も
 

わ
か
 

ふ
ち
 

さ
れ
は
伊
東
が
は
か
ら
ひ
に
て
、
頼
朝
の
若
を
と
ぐ
ろ
き
か
淵
へ
す
つ
べ
 

け
ん
ぶ
ん
 

い
と
、
つ
 

す
け
 

な
さ
け
 

ふ
し
づ
け
 

し
レ
】
、
 
食
ユ
リ
こ
ま
」
廿
ノ
」
末
九
祁
」
叩
主
月
、
右
ー
」
寸
、
 
』
月
な
ノ
、
・
も
つ
戸
こ
比
れ
」
貝
ュ
ソ
こ
か
 

け
た
り
。
 

す
け
 

な
さ
け
 

も
の
 

が
は
 

し
 

し
 

も
と
よ
り
祐
清
情
あ
る
者
に
て
、
身
替
り
と
知
つ
て
わ
ざ
と
知
ら
ぬ
ふ
り
 

す
る
。
 

〇
伊
東
九
郎
祐
清
ー
伊
東
祐
親
の
息
。
平
家
物
語
諸
本
で
は
祐
氏
。
『
曽
我
 

物
語
』
真
名
本
で
は
祐
長
、
仮
名
本
で
は
祐
清
。
父
祐
親
が
頼
朝
を
殺
そ
う
 

と
し
て
い
る
こ
と
を
頼
朝
に
知
ら
せ
、
北
条
館
に
逃
が
す
が
、
石
橋
山
の
合
 

戦
以
後
は
平
家
方
に
加
わ
っ
て
お
り
、
『
平
家
物
語
』
で
は
「
篠
原
合
戦
」
 

（
巻
七
）
で
戦
死
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
『
頼
朝
伊
豆
日
記
』
に
お
い
 

て
は
、
祐
清
は
千
鶴
君
の
命
を
救
え
な
か
っ
た
こ
と
を
悔
い
て
切
腹
す
る
。
 

す
け
 

「
こ
、
に
、
祐
親
が
次
男
伊
藤
九
郎
祐
清
と
い
ふ
も
の
あ
り
。
ひ
そ
か
に
佐
 

ど
の
 

殿
へ
ま
い
り
、
申
け
る
は
、
親
に
て
候
祐
親
こ
そ
、
も
の
く
る
い
候
て
、
君
 

を
う
ち
た
て
ま
つ
ら
ん
と
つ
か
ま
つ
り
候
へ
。
い
づ
く
ゑ
も
御
し
の
び
候
 

へ
、
と
申
け
れ
ば
」
（
曽
我
物
語
巻
二
）
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（
三
丁
裏
四
丁
表
）

た
つ
ひ
め

わ

こ

も
り
な
か

ち
う
き

辰
姫
、
我
か
子
の
い
の
ち
に
つ
ゝ
か
な
け
れ
ば
、
藤
九
郎
盛
長
か
忠
義
の

ほ
と

か
ん

な
げ

程
を
感
じ
嘆
く
。

も
り

つ
ま
た
き
か
わ

わ

こ

わ
か

か
な

盛
長
妻
滝
川
、
我
か
子
の
別
れ
を
悲
し
む
。

さ
い
こ

ふ
じ
わ
か
最
期
。ど

の

「
さ
あ
、
と
ぢ
ぼ
う
殿
は
、
か
く
の
と
を
り
で
ご
ざ
り
ま
す
。」

「
で
か
し
た
、
で
か
し
た
。」

よ
り
と
も

わ
か

ふ
ち

さ
れ
は
伊
東
が
は
か
ら
ひ
に
て
、
頼
朝
の
若
を
と
ゞ
ろ
き
か
淵
へ
す
つ
べ

け
ん
ぶ
ん

い
と
う

す
け

な
さ
け

ふ
し
づ
け

し
と
、
検
分
に
は
伊
東
九
郎
祐
清
へ
申
付
、
情
な
く
も
つ
い
に
柴
漬
け
に
か

け
た
り
。

す
け

な
さ
け

も
の

が
は

し

し

も
と
よ
り
祐
清
情
あ
る
者
に
て
、
身
替
り
と
知
つ
て
わ
ざ
と
知
ら
ぬ
ふ
り

す
る
。

○
伊
東
九
郎
祐
清
│
伊
東
祐
親
の
息
。
平
家
物
語
諸
本
で
は
祐
氏
。『
曽
我

物
語
』
真
名
本
で
は
祐
長
、
仮
名
本
で
は
祐
清
。
父
祐
親
が
頼
朝
を
殺
そ
う

と
し
て
い
る
こ
と
を
頼
朝
に
知
ら
せ
、
北
条
館
に
逃
が
す
が
、
石
橋
山
の
合

戦
以
後
は
平
家
方
に
加
わ
っ
て
お
り
、『
平
家
物
語
』
で
は
「
篠
原
合
戦
」

（
巻
七
）
で
戦
死
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
頼
朝
伊
豆
日
記
』
に
お
い

て
は
、
祐
清
は
千
鶴
君
の
命
を
救
え
な
か
っ
た
こ
と
を
悔
い
て
切
腹
す
る
。

す
け

「
こ
ゝ
に
、
祐
親
が
次
男
伊
藤
九
郎
祐
清
と
い
ふ
も
の
あ
り
。
ひ
そ
か
に
佐

ど
の殿
へ
ま
い
り
、
申
け
る
は
、
親
に
て
候
祐
親
こ
そ
、
も
の
く
る
い
候
て
、
君

を
う
ち
た
て
ま
つ
ら
ん
と
つ
か
ま
つ
り
候
へ
。
い
づ
く
ゑ
も
御
し
の
び
候

へ
、
と
申
け
れ
ば
」（
曽
我
物
語
巻
二
）
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（
四
丁
裏
五
丁
表
）
 

あ
と
 

も
り
な
が
ど
の
た
き
 

と
の
 

い
そ
 

「
後
か
ま
わ
ず
と
、
盛
長
殿
滝
川
殿
、
急
い
た
、
？
、
。
」
 

ほ
、
つ
じ
や
、
つ
と
き
ま
さ
 

か
た
 

ま
い
 

「
ま
づ
北
条
時
政
の
方
へ
参
り
ま
せ
う
。
」
 

い
 
と
う
 

お
そ
 

よ
り
と
も
 

ど
く
や
く
 

さ
て
も
伊
東
入
道
恐
ろ
し
く
も
、
頼
朝
へ
毒
薬
を
か
は
ん
と
せ
し
ゆ
へ
、
 

す
け
き
よ
な
さ
け
 

よ
り
と
も
 

お
と
 

祐
清
情
あ
る
人
ゆ
へ
、
頼
朝
を
落
し
申
す
。
 

し
つ
か
い
 
や
 

だ
 

が
ら
 

や
ど
な
 

「
悉
皆
焼
け
出
さ
れ
の
や
う
た
。
人
柄
の
よ
い
宿
無
し
と
き
て
ゐ
る
。
」
 

も
り
な
が
と
の
 

い
そ
 

「
こ
ち
の
人
、
盛
長
殿
、
急
が
ん
せ
、
？
、
。
」
 

も
り
な
が
 

つ
ま
た
き
 

よ
り
と
も
 

お
 

盛
長
か
妻
滝
川
、
頼
朝
を
い
た
わ
り
申
、
落
ち
ゆ
く
。
 

〇
祐
清
情
あ
る
人
ゅ
へ
、
頼
朝
を
落
と
し
申
す
ー
 
書
で
は
、
頼
朝
と
と
も
 

に
辰
姫
も
北
条
館
へ
身
を
寄
せ
る
展
開
に
な
っ
て
い
る
が
、
『
源
平
盛
衰
記
』
 

巻
十
八
や
『
曽
我
物
語
』
巻
二
で
は
頼
朝
の
み
が
落
ち
延
び
て
い
る
。
そ
の
 

後
伊
東
祐
親
の
三
女
は
、
『
源
平
盛
衰
記
』
で
は
江
間
小
次
郎
、
『
曽
我
物
 

語
』
で
は
江
間
小
四
郎
（
北
条
義
時
と
は
別
人
）
へ
嫁
が
さ
れ
て
し
ま
う
。
 

ま
た
、
『
頼
朝
伊
豆
日
記
』
で
は
、
八
重
姫
の
名
で
登
場
し
、
継
母
の
手
下
 

か
ら
の
逃
亡
の
末
に
や
つ
れ
果
て
て
北
条
館
に
た
ど
り
着
く
が
、
番
人
に
殺
 

さ
れ
て
し
ま
う
。
 

「
祐
清
う
け
た
ま
は
り
て
、
藤
九
郎
盛
長
、
彌
三
郎
成
 

綱
を
ば
、
君
御
座
の
や
う
に
て
、
し
ば
ら
く
こ
れ
に
お
か
れ
候
べ
し
。
君
 

か
 
げ
 

を
に
た
け
 

は
、
大
鹿
毛
に
め
さ
れ
て
、
鬼
武
ば
か
り
め
し
具
し
、
北
條
へ
御
し
の
び
候
 

へ
と
申
お
き
て
、
御
討
手
も
や
ま
い
り
候
は
ん
、
事
を
の
ば
し
候
は
ん
と
 

て
、
い
そ
ぎ
御
前
を
た
ち
に
け
り
。
」
（
曽
我
物
語
巻
二
）
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（
四
丁
裏
五
丁
表
）

あ
と

も
り
な
が
ど
の
た
き

と
の

い
そ

「
後
か
ま
わ
ず
と
、
盛
長
殿
滝
川
殿
、
急
い
た
、
�
�
。」

ほ
う
じ
や
う
と
き
ま
さ

か
た

ま
い

「
ま
づ
北
条
時
政
の
方
へ
参
り
ま
せ
う
。」

い
と
う

お
そ

よ
り
と
も

ど
く
や
く

さ
て
も
伊
東
入
道
恐
ろ
し
く
も
、
頼
朝
へ
毒
薬
を
か
は
ん
と
せ
し
ゆ
へ
、

す
け
き
よ
な
さ
け

よ
り
と
も

お
と

祐
清
情
あ
る
人
ゆ
へ
、
頼
朝
を
落
し
申
す
。

し
つ
か
い
や

だ

が
ら

や
ど
な

「
悉
皆
焼
け
出
さ
れ
の
や
う
た
。
人
柄
の
よ
い
宿
無
し
と
き
て
ゐ
る
。」

も
り
な
が
と
の

い
そ

「
こ
ち
の
人
、
盛
長
殿
、
急
が
ん
せ
、
�
�
。」

も
り
な
が

つ
ま
た
き

よ
り
と
も

お

盛
長
か
妻
滝
川
、
頼
朝
を
い
た
わ
り
申
、
落
ち
ゆ
く
。

○
祐
清
情
あ
る
人
ゆ
へ
、
頼
朝
を
落
と
し
申
す
│
本
書
で
は
、
頼
朝
と
と
も

に
辰
姫
も
北
条
館
へ
身
を
寄
せ
る
展
開
に
な
っ
て
い
る
が
、『
源
平
盛
衰
記
』

巻
十
八
や
『
曽
我
物
語
』
巻
二
で
は
頼
朝
の
み
が
落
ち
延
び
て
い
る
。
そ
の

後
伊
東
祐
親
の
三
女
は
、『
源
平
盛
衰
記
』
で
は
江
間
小
次
郎
、『
曽
我
物

語
』
で
は
江
間
小
四
郎
（
北
条
義
時
と
は
別
人
）
へ
嫁
が
さ
れ
て
し
ま
う
。

ま
た
、『
頼
朝
伊
豆
日
記
』
で
は
、
八
重
姫
の
名
で
登
場
し
、
継
母
の
手
下

か
ら
の
逃
亡
の
末
に
や
つ
れ
果
て
て
北
条
館
に
た
ど
り
着
く
が
、
番
人
に
殺

さ
れ
て
し
ま
う
。
「
祐
清
う
け
た
ま
は
り
て
、
藤
九
郎
盛
長
、
彌
三
郎
成

綱
を
ば
、
君
御
座
の
や
う
に
て
、
し
ば
ら
く
こ
れ
に
お
か
れ
候
べ
し
。
君

か

げ

を
に
た
け

は
、
大
鹿
毛
に
め
さ
れ
て
、
鬼
武
ば
か
り
め
し
具
し
、
北
條
へ
御
し
の
び
候

へ
と
申
お
き
て
、
御
討
手
も
や
ま
い
り
候
は
ん
、
事
を
の
ば
し
候
は
ん
と

て
、
い
そ
ぎ
御
前
を
た
ち
に
け
り
。」（
曽
我
物
語
巻
二
）

黄表紙『優美源氏鎧雛形』（安永六年刊）について （８）
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（
五
丁
裏
六
丁
表
）
 

藤
九
郎
島
露
、
鴨
轍
御
君
婦
を
い
ざ
な
い
、
播
稽
曝
藤
の
醸
へ
静
ち
穀
 

り
。
味
方
に
頼
む
。
 

「
お
心
安
く
お
ほ
し
め
せ
。
そ
れ
が
し
お
味
方
申
か
ら
は
、
ち
つ
と
も
そ
つ
 

と
も
御
き
づ
か
い
な
郵
は
ご
ざ
り
ま
せ
ぬ
o

イ
ヤ
島
露
腸
、
大
艦
に
和
つ
た
 

と
思
わ
れ
よ
。
」
 

島
露
女
勝
灘
川
、
鷹
嬬
を
い
さ
な
い
、
播
籍
の
醸
へ
寿
た
り
o

曝
政
の
 

伽
献
政
争
の
競
を
機
む
o
 

曝
藤
の
伽
薦
嬬
斑
予
御
戯
、
鷹
嬬
に
鳩
配
し
給
ふ
o
 

「
こ
れ
か
ら
は
、
は
ば
か
り
な
が
ら
こ
ち
の
嬬
麗
と
、
律
感
薪
と
お
ほ
し
め
 

し
ま
せ
。
」
 

こ
く
ろ
ふ
 

「
や
れ
？
、
、
さ
ぞ
御
苦
労
な
さ
れ
た
て
ご
さ
ん
し
や
う
。
」
 

〇
時
政
の
秘
蔵
政
子
の
方
ー
北
条
時
政
の
娘
政
子
。
『
源
平
盛
衰
記
』
巻
十
 

八
や
『
曽
我
物
語
』
仮
名
本
に
は
名
前
は
記
さ
れ
ず
、
真
名
本
『
曽
我
物
 

語
』
で
は
万
寿
御
前
、
『
頼
朝
伊
豆
日
記
』
で
は
朝
日
の
前
と
な
っ
て
い
る
。
 

「
又
、
か
の
時
政
に
、
壁
二
人
有
o

一
人
は
、
競
魔
に
て
、
二
十
一
な
り
o
 

た
、
つ
は
ら
 

二
三
は
、
当
腹
に
て
、
十
九
・
十
七
に
ぞ
な
り
に
け
る
。
中
に
も
、
先
腹
一
一
 

十
一
は
美
人
の
き
こ
へ
有
。
こ
と
に
父
、
不
便
に
思
ひ
け
れ
ば
、
妹
二
人
よ
 

り
は
、
す
ぐ
れ
て
ぞ
お
も
ひ
け
り
。
」
（
曾
我
物
語
巻
二
）
 

「
時
政
の
姉
娘
 

朝
日
の
前
と
申
せ
し
は
。
も
は
や
廿
に
ー
と
せ
の
。
た
ら
ぬ
こ
と
し
も
秋
く
 

ま
、
つ
し
や
、
っ
せ
い
 
し
 

れ
ど
。
枕
一
つ
の
お
き
ふ
し
は
。
お
と
こ
ゑ
ら
み
の
色
好
み
。
毛
婚
西
施
 

も
面
を
は
ぢ
o

紺
概
静
畿
機
ぎ
か
ざ
す
o
」
（
頼
朝
伊
豆
日
記
）
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（
五
丁
裏
六
丁
表
）

も
り
な
か

よ
り
と
も

ふ
う
ふ

ほ
う
じ
や
う
と
き
ま
さ

や
か
た

お

き
た

藤
九
郎
盛
長
、
頼
朝
御
夫
婦
を
い
ざ
な
い
、
北
条
時
政
の
館
へ
落
ち
来

み
か
た

た
の

り
。
味
方
に
頼
む
。

こ
ゝ
ろ
や
す

み
か
た

「
お
心
安
く
お
ほ
し
め
せ
。
そ
れ
が
し
お
味
方
申
か
ら
は
、
ち
つ
と
も
そ
つ

ぎ

も
り
な
が
ど
の

ふ
ね

の

と
も
御
き
づ
か
い
な
義
は
ご
ざ
り
ま
せ
ぬ
。
イ
ヤ
盛
長
殿
、
大
舟
に
乗
つ
た

お
も

と
思
わ
れ
よ
。」

も
り
な
が

ぼ
う
た
き

た
つ
ひ
め

ほ
う
じ
や
う

や
か
た

き

と
き

盛
長
女
房
滝
川
、
辰
姫
を
い
さ
な
い
、
北
条
の
館
へ
来
た
り
。
時
政
の

ひ
ぞ
う

ご

か
た

た
の

秘
蔵
政
子
の
方
を
頼
む
。

と
き
ま
さ

ひ
そ
う
ひ
め
ま
さ
こ

こ
ぜ
ん

た
つ
ひ
め

た
い
め
ん

時
政
の
秘
蔵
姫
政
子
御
前
、
辰
姫
に
対
面
し
給
ふ
。

ひ
め
ぎ
み

ご
き
や
う
だ
い

「
こ
れ
か
ら
は
、
は
ば
か
り
な
が
ら
こ
ち
の
姫
君
と
、
御
兄
弟
と
お
ほ
し
め

し
ま
せ
。」

こ

く
ろ
ふ

「
や
れ
�
�
、
さ
ぞ
御
苦
労
な
さ
れ
た
て
ご
さ
ん
し
や
う
。」

○
時
政
の
秘
蔵
政
子
の
方
│
北
条
時
政
の
娘
政
子
。『
源
平
盛
衰
記
』
巻
十

八
や
『
曽
我
物
語
』
仮
名
本
に
は
名
前
は
記
さ
れ
ず
、
真
名
本
『
曽
我
物

語
』
で
は
万
寿
御
前
、『
頼
朝
伊
豆
日
記
』
で
は
朝
日
の
前
と
な
っ
て
い
る
。

む
す
め

せ
ん
ば
ら

「
又
、
か
の
時
政
に
、
女
三
人
有
。
一
人
は
、
先
腹
に
て
、
二
十
一
な
り
。

た
う
は
ら

二
三
は
、
当
腹
に
て
、
十
九
・
十
七
に
ぞ
な
り
に
け
る
。
中
に
も
、
先
腹
二

十
一
は
美
人
の
き
こ
へ
有
。
こ
と
に
父
、
不
便
に
思
ひ
け
れ
ば
、
妹
二
人
よ

り
は
、
す
ぐ
れ
て
ぞ
お
も
ひ
け
り
。」（
曾
我
物
語
巻
二
）

「
時
政
の
姉
娘

朝
日
の
前
と
申
せ
し
は
。
も
は
や
廿
に
一
と
せ
の
。
た
ら
ぬ
こ
と
し
も
秋
く

ま
う
し
や
う
せ
い
し

れ
ど
。
枕
一
つ
の
お
き
ふ
し
は
。
お
と
こ
ゑ
ら
み
の
色
好
み
。
毛
嬙
西
施

か
う
じ
ゆ
せ
い
き
ん
た
も
と

も
面
を
は
ぢ
。
絳
樹
青
琴
袂
を
か
ざ
す
。」（
頼
朝
伊
豆
日
記
）

有 働 裕
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丁
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表
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斑
争
の
献
は
煽
轍
に
心
を
秘
し
、
島
露
の
郵
瀧
川
を
ひ
そ
か
に
機
み
、
 

「
恋
を
取
り
持
ち
く
れ
よ
。
」
 

と
の
給
ふ
o

灘
川
も
播
籍
を
嚇
魂
に
機
み
た
く
、
斑
争
の
鵬
い
を
か
な
へ
ん
 

と
請
合
ふ
。
 

扉
さ
、
お
欝
い
こ
と
で
ご
ざ
ま
す
る
o

そ
し
て
鷹
姫
郡
は
逮
り
都
で
こ
さ
 

曜す。」 

「
頼
む
ぞ
や
、
？
、
。
」
 

曝
藤
（
叫
婦
、
争
、
浪
呼
の
小
四
郎
裁
曝
、
観
鍵
食
の
世
に
武
蔵
の
守
と
申
 

せ
し
は
此
若
の
事
也
。
 

と
き
ま
さ
 

も
ん
か
く
 

た
い
め
ん
 

時
政
、
文
覚
に
対
面
し
給
ふ
。
 

兼
ん
ど
う
む
し
や
も
り
と
を
 

も
ん
か
く
 

へ
い
 
け
 

こ
、
に
、
遠
藤
武
者
盛
遠
は
、
入
道
し
て
文
覚
上
人
と
申
け
る
が
、
平
家
 

つ
い
と
、
つ
 

い
ん
せ
ん
 

こ
 

、つ 

ら
い
て
、
つ
 

た
て
ま
つ
 

追
討
の
院
宣
を
請
ひ
受
け
、
頼
朝
に
奉
ら
ん
と
、
か
な
た
こ
な
た
と
さ
ま
よ
 

ほ
、
っ
 

み

た

ち

 

ら
い
て
、
 

つ
た
 

き
 

た
つ
 

き
 

い
、
北
条
の
御
館
に
頼
朝
ま
し
ま
す
よ
し
、
伝
へ
聞
き
訪
ね
来
た
る
。
 

「
確
、
か
僚
が
還
藤
郎
都
入
道
戴
賞
と
な
o

磐
レ
や
く
o
」 

「
か
た
じ
け
な
く
も
廊
僚
柳
務
暴
臓
し
て
、
こ
れ
み
ら
れ
よ
、
『
豹
臓
）
耳
の
 

つ
い
と
、
つ
ゑ
 

追
討
得
た
り
。
」
 

〇
文
覚
ー
「
彼
文
覚
と
申
は
、
も
と
は
渡
辺
の
遠
藤
左
近
将
監
茂
遠
が
子
、
 

遠
藤
武
者
盛
遠
と
て
、
上
西
門
院
の
衆
也
」
（
平
家
物
語
巻
五
）
 

〇
江
馬
の
小
四
郎
ー
北
条
義
時
。
北
条
時
政
の
次
男
。
北
条
政
子
の
弟
。
得
 

宗
家
二
代
目
当
主
。
江
間
は
静
岡
県
田
方
郡
、
現
在
の
伊
豆
長
岡
町
。
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（
六
丁
裏
七
丁
表
）

ま
さ
ご

ま
へ

よ
り
と
も

う
つ

も
り
な
か

つ
ま

た
の

政
子
の
前
は
頼
朝
に
心
を
移
し
、
盛
長
の
妻
瀧
川
を
ひ
そ
か
に
頼
み
、

と

も

「
恋
を
取
り
持
ち
く
れ
よ
。」

た
き

ほ
う
ぜ
う

み
か
た

た
の

ま
さ
ご

ね
か

と
の
給
ふ
。
滝
川
も
北
条
を
味
方
に
頼
み
た
く
、
政
子
の
願
い
を
か
な
へ
ん

う
け
あ

と
請
合
ふ
。

な
に

や
す

た
つ

き
み

と
を

も
の

「
何
さ
、
お
安
い
こ
と
で
ご
ざ
ま
す
る
。
そ
し
て
辰
姫
君
は
通
り
者
で
こ
さ

り
ま
す
。」

た
の

「
頼
む
ぞ
や
、
�
�
。」

と
き
ま
さ

ち
や
く
し

ゑ

ま

よ
し
と
き

の
ち
か
ま
く
ら

よ

時
政
の
嫡
子
、
江
間
の
小
四
郎
義
時
、
後
鎌
倉
の
世
に
武
蔵
の
守
と
申

わ
か

せ
し
は
此
若
の
事
也
。

と
き
ま
さ

も
ん
か
く

た
い
め
ん

時
政
、
文
覚
に
対
面
し
給
ふ
。

ゑ
ん
ど
う
む
し
や
も
り
と
を

も
ん
か
く

へ
い
け

こ
ゝ
に
、
遠
藤
武
者
盛
遠
は
、
入
道
し
て
文
覚
上
人
と
申
け
る
が
、
平
家

つ
い
と
う

い
ん
せ
ん

こ

う

ら
い
て
う

た
て
ま
つ

追
討
の
院
宣
を
請
ひ
受
け
、
頼
朝
に
奉
ら
ん
と
、
か
な
た
こ
な
た
と
さ
ま
よ

ほ
う

み
た
ち

ら
い
て
う

つ
た

き

た
つ

き

い
、
北
条
の
御
館
に
頼
朝
ま
し
ま
す
よ
し
、
伝
へ
聞
き
訪
ね
来
た
る
。

な
に

き
そ
う

ゑ
ん
ど
う
む
し
や

も
ん
が
く

め
つ
ら

「
何
、
貴
僧
が
遠
藤
武
者
入
道
文
覚
と
な
。
珍
し
や
�
�
。」

ぐ
そ
う
き
ん
り
せ
う
で
ん

へ
い
け
い
ん
せ
ん

「
か
た
じ
け
な
く
も
愚
僧
禁
裏
昇
殿
し
て
、
こ
れ
み
ら
れ
よ
、
平
家
院
宣
の

つ
い
と
う
ゑ

追
討
得
た
り
。」

○
文
覚
│
「
彼
文
覚
と
申
は
、
も
と
は
渡
辺
の
遠
藤
左
近
将
監
茂
遠
が
子
、

遠
藤
武
者
盛
遠
と
て
、
上
西
門
院
の
衆
也
」（
平
家
物
語
巻
五
）

○
江
馬
の
小
四
郎
│
北
条
義
時
。
北
条
時
政
の
次
男
。
北
条
政
子
の
弟
。
得

宗
家
二
代
目
当
主
。
江
間
は
静
岡
県
田
方
郡
、
現
在
の
伊
豆
長
岡
町
。

黄表紙『優美源氏鎧雛形』（安永六年刊）について （１０）

― １１３ ―



有 働 裕 ⑩
 

-

頭
枯
警
ー
房
 

麗
灘
か
ー
一
 

‘
今
決
r
B
ひ八 

のA
みをの）、 

に
の
み
叱
 

A 

HHH
」「
 

Lー
一

 

I て 
ー

 

《
 

・

ー

【

 

一
・
，
 少

 

．

ー

一

‘

ー

 

”「 
）一 

？

ン

 

」
 

I

l

～…一（ 

－

一

察

 

煉 ( 

婦
胤
戸
 

し
ハ
い
 

青
 

Z 
、 

。
 ノ

ノ
 

柳
 

‘

七

一

 

一 

オ 
く
 

乙
‘
I
 

を
・
q
、‘ 

【
あ
。
、
 

(
 

嘱’J 

魂
 

需
1
舶
 

函
 

ノ

！

 

薫

ー

 

‘

ブ

 

』

議

『

 

、 

ノ
乙
、
乙
七
〈
 

、
 

助

」

‘

 

一
 

，」 

く、 

bA
ノ（（のろ 

りか プ ー’ 
_二I 二‘' ‘ど L1

- II工ーーー」．」lkニーー  」」」二

I1J 

1嚇

II 
よ
5
レ、・と 

^
 

か
な
 

ら
せ
さ
し
や
ん
し
た
。
の
ふ
、
悲
し
や
？
、
。
」
 

ど
、
つ
り
 

わ
け
 

「
お
道
理
？
、
、
こ
れ
に
は
訳
あ
り
さ
。
」
 

も
ん
が
く
 

ほ
う
じ
や
う
 

た
ち
 

あ
し
 

と
）
 

ら
い
て
う
 

む
ほ
ん
 

す、 

文
覚
、
北
条
が
館
に
足
を
留
め
、
頼
朝
に
謀
反
を
勧
め
る
。
 

戴
賞
、
様
子
を
ル
静
く
o
 

も
り
な
か
 

藤
九
郎
盛
長
。
 

（
七
丁
裏
八
丁
表
）
 

さ
て
も
灘
川
か
恥
り
拒
ち
に
て
、
藤
争
の
献
締
翰
の
風
藤
へ
鶏
ひ
入
、
思
 

ひ
の
た
け
を
述
べ
か
み
の
、
水
も
も
ら
さ
ぬ
恋
中
と
な
り
給
ふ
。
 

鷹
嬬
、
灘
鵬
に
慨
み
を
い
ふ
o
 

「
二
人
が
中
へ
子
ま
で
な
し
た
、
よ
ふ
も
？
、
自
ら
が
大
事
の
殿
御
を
寝
取
 

〇
述
べ
か
み
の
ー
「
述
べ
る
」
を
「
延
べ
紙
」
（
小
型
の
杉
原
紙
）
に
か
け
 

た
地
口
か
。
 

〇
文
覚
…
頼
朝
に
謀
反
を
勧
め
る
ー
次
の
丁
に
わ
た
っ
て
展
開
さ
れ
る
、
文
 

覚
が
頼
朝
に
父
義
朝
の
髑
髏
を
見
せ
て
平
家
討
伐
を
勧
め
る
『
平
家
物
語
』
 

の
中
の
こ
の
場
面
は
、
そ
の
後
の
軍
記
や
演
劇
類
に
数
多
く
取
り
入
れ
ら
れ
 

ど
く
ろ
 

て
い
る
。
「
ふ
と
こ
ろ
よ
り
し
ろ
い
ぬ
の
に
つ
、
ん
だ
る
髑
髏
を
ー
つ
と
り
 

出
す
。
兵
衛
佐
、
あ
れ
は
い
か
に
と
の
給
へ
ば
、
こ
れ
こ
そ
わ
と
の
の
父
、
 

さ
ま
の
か
み
 

コ
ケ
 

故
左
馬
頭
殿
の
か
う
べ
よ
。
平
治
の
後
、
獄
舎
の
ま
へ
な
る
苔
の
し
た
に
う
 

づ
 

ど
 
せ
 

も
れ
て
、
後
世
と
ぶ
ら
ふ
人
も
な
か
り
し
を
、
文
覚
存
ず
る
旨
あ
ッ
て
、
 

獄
も
り
に
こ
ふ
て
、
こ
の
十
余
年
頸
に
懸
け
、
山
々
寺
々
お
が
み
ま
は
り
、
 

い
ち
ゴ
ウ
 

た
ま
ひ
 

と
ぶ
ら
ひ
た
て
ま
つ
れ
ば
、
今
は
一
劫
も
た
す
か
り
給
ぬ
ら
ん
。
さ
れ
ば
文
 

コ
 
カ
ウ
ノ
ト
ノ
 

覚
は
、
故
守
殿
の
た
め
に
も
奉
公
の
も
の
で
こ
そ
候
へ
」
（
平
家
物
語
巻
五
 

「
福
原
院
宣
」
）
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（
七
丁
裏
八
丁
表
）

た
き

と

も

ま
さ
ご

ま
へ
ら
い
て
う

し
ん
し
よ

し
の

さ
て
も
滝
川
か
取
り
持
ち
に
て
、
政
子
の
前
頼
朝
の
寝
所
へ
忍
ひ
入
、
思

の

ひ
の
た
け
を
述
べ
か
み
の
、
水
も
も
ら
さ
ぬ
恋
中
と
な
り
給
ふ
。

た
つ
ひ
め

た
き
か
わ

う
ら

辰
姫
、
滝
川
に
恨
み
を
い
ふ
。

ふ
た
り

こ

み
つ
か

だ
い
じ

と
の
こ

ね

と

「
二
人
が
中
へ
子
ま
で
な
し
た
、
よ
ふ
も
�
�
自
ら
が
大
事
の
殿
御
を
寝
取

か
な

ら
せ
さ
し
や
ん
し
た
。
の
ふ
、
悲
し
や
�
�
。」

ど
う
り

わ
け

「
お
道
理
�
�
、
こ
れ
に
は
訳
あ
り
さ
。」

も
ん
が
く

ほ
う
じ
や
う

た
ち

あ
し

と
ゞ

ら
い
て
う

む
ほ
ん

す
ゝ

文
覚
、
北
条
が
館
に
足
を
留
め
、
頼
朝
に
謀
反
を
勧
め
る
。

も
ん
が
く

み

き

文
覚
、
様
子
を
見
聞
く
。

も
り
な
か

藤
九
郎
盛
長
。

○
述
べ
か
み
の
│
「
述
べ
る
」
を
「
延
べ
紙
」（
小
型
の
杉
原
紙
）
に
か
け

た
地
口
か
。

○
文
覚
…
頼
朝
に
謀
反
を
勧
め
る
│
次
の
丁
に
わ
た
っ
て
展
開
さ
れ
る
、
文

覚
が
頼
朝
に
父
義
朝
の
髑
髏
を
見
せ
て
平
家
討
伐
を
勧
め
る
『
平
家
物
語
』

の
中
の
こ
の
場
面
は
、
そ
の
後
の
軍
記
や
演
劇
類
に
数
多
く
取
り
入
れ
ら
れ

ど
く
ろ

て
い
る
。「
ふ
と
こ
ろ
よ
り
し
ろ
い
ぬ
の
に
つ
ゝ
ん
だ
る
髑
髏
を
一
つ
と
り

出
す
。
兵
衛
佐
、
あ
れ
は
い
か
に
と
の
給
へ
ば
、
こ
れ
こ
そ
わ
と
の
の
父
、

さ
ま
の
か
み

コ
ケ

故
左
馬
頭
殿
の
か
う
べ
よ
。
平
治
の
後
、
獄
舎
の
ま
へ
な
る
苔
の
し
た
に
う

ご

せ

づ
も
れ
て
、
後
世
と
ぶ
ら
ふ
人
も
な
か
り
し
を
、
文
覚
存
ず
る
旨
あ
ッ
て
、

獄
も
り
に
こ
ふ
て
、
こ
の
十
余
年
頸
に
懸
け
、
山
々
寺
々
お
が
み
ま
は
り
、

い
ち
ゴ
ウ

た
ま
ひ

と
ぶ
ら
ひ
た
て
ま
つ
れ
ば
、
今
は
一
劫
も
た
す
か
り
給
ぬ
ら
ん
。
さ
れ
ば
文

コ
カ
ウ
ノ
ト
ノ

覚
は
、
故
守
殿
の
た
め
に
も
奉
公
の
も
の
で
こ
そ
候
へ
」（
平
家
物
語
巻
五

「
福
原
院
宣
」）

有 働 裕
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館
駄
頬
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髪
 

ノ 

ャ
β
土
 

、
」
驚
賃
愛
び
」
 

，
表
、
？
！
え
ぐ
雪
ろ
ょ
嘩
し
 

ー
、
苦
み
い
J
鰍
て
え
や
ノ
 

チ 

x 

（
八
丁
裏
九
丁
表
）
 

戴
賞
上
人
、
締
勢
タ
暴
報
v
て
、
過
ぎ
し
こ
ろ
、
野
呼
の
鴎
浄
髭
叫
が
餓
 

に
て
落
命
あ
り
し
御
父
義
朝
の
白
骨
を
持
つ
て
打
擲
す
る
。
 

み
 

お
そ
 

お
ほ
 

み
か
ど
 

く
だ
 

け
 
つ
い
と
う
 

ゐ
ん
ぜ
ん
 

「
こ
れ
見
ら
れ
よ
。
畏
れ
多
く
も
帝
よ
り
下
し
給
は
る
平
家
追
討
の
院
宣
、
 

ゐ
ん
ぜ
ん
 

て
ん
し
 

み
こ
と
の
 

は
つ
こ
つ
 

す
 

む
 

こ
の
院
宣
は
す
な
わ
ち
天
子
の
詔
り
。
ま
つ
た
、
此
白
骨
は
過
ぎ
し
こ
ろ
無
 

競
の
爵
難
を
迦
け
ら
れ
し
、
御
繁
裁
轍
公
叫
噂
と
れ
、
や
は
り
繁
の
像
せ
 

も
同
し
事
o

包
に
選
ひ
濡
に
驚
じ
て
殴
多
の
鵡
加
か
、
イ
ヤ
サ
、
瀧
め
ら
れ
 

ま
す
か
o

こ
な
た
の
や
う
な
魔
拠
け
郎
セ
は
、
天
下
の
鵡
加
は
瀧
め
ら
れ
ま
 

い
。
大
頭
と
い
わ
れ
よ
う
ぞ
。
た
わ
け
め
が
、
大
ば
か
め
が
、
サ
ア
？
、
、
 

陣
剥
と
い
つ
て
騰
が
た
、
ば
、
此
酷
慨
を
ふ
つ
て
み
ら
れ
よ
o

繁
、
に
承
郎
 

い
ろ
ど
と
 

ば
ん
 

く
み
 

「
ご
め
ん
？
、
、
も
ふ
？
、
色
事
は
い
た
し
ま
す
ま
い
。
晩
か
ら
五
人
組
で
 

た
の
 

も
頼
み
ま
せ
う
。
」
 

ど
う
ぜ
ん
 

か
い
同
然
だ
。
」
 

斑
予
の
献
、
鷹
嬬
の
心
を
恥
ぢ
入
、
島
「
せ
ん
と
の
給
ふ
o

鷹
嬬
も
斑
争
 

ね
 
と
 

し
 

ほ
、
つ
じ
や
、
つ
 

と
骨
 

に
寝
取
ら
れ
、
死
な
ん
と
す
る
。
北
条
、
藤
九
郎
、
両
人
や
う
や
く
止
め
る
。
 

「
こ
れ
？
、
、
議
尺
興
ま
る
ま
い
o

曝
藤
か
此
調
は
つ
け
て
し
ん
ぜ
う
o
」 

〇
大
頭
と
い
わ
れ
よ
う
ぞ
ー
頼
朝
は
大
頭
で
あ
っ
た
と
い
う
俗
説
が
あ
っ
 

か
ほ
お
ほ
き
 

た
。
『
平
家
物
語
』
巻
八
「
征
夷
大
将
軍
院
宣
」
の
「
貌
大
に
、
せ
い
ひ
き
 

か
り
き
」
に
由
来
す
る
も
の
か
。
 

「
大
あ
た
ま
初
手
は
平
家
に
居
候
」
（
誹
 

風
柳
多
留
七
九
編
）
「
頼
朝
の
兜
質
屋
の
火
鉢
ほ
ど
」
（
誹
風
柳
多
留
一
五
五
 

編

）

 

（
八
丁
裏
九
丁
表
）

も
ん
が
く

ら
い
て
う

き
や
う
く
ん

す

の

ま

う
つ
み
お
さ
た

た
ち

文
覚
上
人
、
頼
朝
を
教
訓
し
て
、
過
ぎ
し
こ
ろ
、
野
間
の
内
海
長
田
が
館

ら
く
め
い

ち
ゝ
よ
し
と
も

は
つ
こ
つ

も

ち
や
う
ち
や
く

に
て
落
命
あ
り
し
御
父
義
朝
の
白
骨
を
持
つ
て
打
擲
す
る
。

み

お
そ

お
ほ

み
か
ど

く
だ

け
つ
い
と
う

ゐ
ん
ぜ
ん

「
こ
れ
見
ら
れ
よ
。
畏
れ
多
く
も
帝
よ
り
下
し
給
は
る
平
家
追
討
の
院
宣
、

ゐ
ん
ぜ
ん

て
ん
し

み
こ
と
の

は
つ
こ
つ

す

む

こ
の
院
宣
は
す
な
わ
ち
天
子
の
詔
り
。
ま
つ
た
、
此
白
骨
は
過
ぎ
し
こ
ろ
無

ね
ん

さ
い
ご

と

ち
ゝ
よ
し
と
も

か
う
べ

ち
ゝ

あ
ふ

念
の
最
期
を
遂
け
ら
れ
し
、
御
父
義
朝
公
の
頭
。
と
れ
、
や
は
り
父
の
仰
せ

い
ろ

ま
よ

さ
け

て
う

こ
つ
か

せ
い
む

お
さ

も
同
し
事
。
色
に
迷
ひ
酒
に
長
じ
て
国
家
の
政
務
か
、
イ
ヤ
サ
、
治
め
ら
れ

こ
し
ぬ

ぶ

し

せ
い
む

お
さ

ま
す
か
。
こ
な
た
の
や
う
な
腰
抜
け
武
士
は
、
天
下
の
政
務
は
治
め
ら
れ
ま

あ
た
ま

い
。
大
頭
と
い
わ
れ
よ
う
ぞ
。
た
わ
け
め
が
、
大
ば
か
め
が
、
サ
ア
�
�
、

あ
ほ
う

は
ら

は
つ
こ
つ

ち
ゝ

て

む

阿
呆
と
い
つ
て
腹
が
た
ゝ
ば
、
此
白
骨
を
ふ
つ
て
み
ら
れ
よ
。
父
ゝ
に
手
向

ど
う
ぜ
ん

か
い
同
然
だ
。」

い
ろ
ご
と

ば
ん

く
み

「
ご
め
ん
�
�
、
も
ふ
�
�
色
事
は
い
た
し
ま
す
ま
い
。
晩
か
ら
五
人
組
で

た
の

も
頼
み
ま
せ
う
。」

ま
さ
こ

ま
へ

た
つ
ひ
め

は

じ
が
い

た
つ
ひ
め

ま
さ
こ

政
子
の
前
、
辰
姫
の
心
を
恥
ぢ
入
、
自
害
せ
ん
と
の
給
ふ
。
辰
姫
も
政
子

ね

と

し

ほ
う
じ
や
う

と
ゞ

に
寝
取
ら
れ
、
死
な
ん
と
す
る
。
北
条
、
藤
九
郎
、
両
人
や
う
や
く
止
め
る
。

り
や
う

は
や

と
き
ま
さ

わ
け

「
こ
れ
�
�
、
両
人
早
ま
る
ま
い
。
時
政
か
此
訳
は
つ
け
て
し
ん
ぜ
う
。」

○
大
頭
と
い
わ
れ
よ
う
ぞ
ー
頼
朝
は
大
頭
で
あ
っ
た
と
い
う
俗
説
が
あ
っ

か
ほ
お
ほ
き

た
。『
平
家
物
語
』
巻
八
「
征
夷
大
将
軍
院
宣
」
の
「
貌
大
に
、
せ
い
ひ
き

か
り
き
」
に
由
来
す
る
も
の
か
。
「
大
あ
た
ま
初
手
は
平
家
に
居
候
」（
誹

風
柳
多
留
七
九
編
）「
頼
朝
の
兜
質
屋
の
火
鉢
ほ
ど
」（
誹
風
柳
多
留
一
五
五

編
）

黄表紙『優美源氏鎧雛形』（安永六年刊）について （１２）
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‘
ー
ず
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「
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【 

!
 

ン
 

, 驩
 、

 蝋
 

,
 二

に
 

ぐ
 

△
 

（
九
丁
裏
十
丁
表
）
 

き
く
が
に
が
づ
 
兼
 

い
し
か
は
 

菊
蟹
主
計
、
石
川
藤
次
。
 

「
そ
れ
が
よ
し
、
？
、
。
」
 

お
 

「
い
つ
そ
押
し
て
も
ら
ふ
事
さ
。
」
 

伊
東
入
道
、
山
木
の
判
官
に
心
を
よ
す
る
。
 

こ
、
に
山
木
の
繊
博
」
か
げ
た
か
、
か
ね
て
斑
三
の
献
に
ほ
れ
て
い
た
り
 

し
が
、
頼
朝
の
色
に
迷
ひ
決
ま
り
し
こ
と
聞
き
、
腹
立
て
る
。
 

「
イ
ヤ
伊
東
競
勝
、
お
れ
が
心
を
か
け
た
播
籍
の
癖
r
、
と
う
や
ら
こ
う
や
 

ら
瓦
瞬
ガ
に
加
揚
げ
を
し
ら
れ
た
o

籍
騰
な
o
」 

〇
山
木
の
判
官
か
げ
た
か
ー
『
平
家
物
語
』
『
源
平
盛
衰
記
』
『
曽
我
物
語
』
 

等
で
は
山
木
兼
隆
。
屋
牧
（
八
牧
）
兼
隆
と
も
。
桓
武
平
氏
に
属
し
、
父
は
 

検
非
違
使
や
河
内
守
・
和
泉
守
・
出
羽
守
を
歴
任
し
た
平
氏
の
家
人
平
信
 

綱
。
兼
隆
自
身
も
検
非
違
使
で
あ
っ
た
。
『
源
平
盛
衰
記
』
巻
十
八
や
真
名
 

本
『
曾
我
物
語
』
巻
三
に
は
、
大
番
役
を
終
え
て
帰
国
の
途
に
あ
っ
た
北
条
 

時
政
が
、
同
道
し
て
い
た
兼
隆
に
娘
を
嫁
が
せ
る
こ
と
を
既
に
約
東
し
て
い
 

た
の
で
、
政
子
と
源
頼
朝
と
の
関
係
を
知
っ
て
驚
く
、
と
い
う
場
面
が
あ
 

お
ど
ろ
き
 

る。 

「
北
条
四
郎
京
ョ
リ
下
リ
ケ
ル
道
ニ
テ
。
此
事
ヲ
聞
テ
大
ニ
驚
。
同
 

道
シ
テ
下
ケ
ル
前
検
非
違
使
兼
隆
ヲ
ゾ
。
婿
ニ
取
ヘ
キ
由
契
約
シ
テ
ケ
ル
。
 

つ
き
 

か
の
 

国
ニ
下
リ
著
ケ
レ
バ
。
知
ラ
ザ
ル
体
ニ
モ
テ
ナ
シ
テ
彼
娘
ヲ
取
テ
兼
隆
力
許
 

ヘ
ソ
遣
シ
ケ
ル
。
」
（
源
平
盛
衰
記
十
八
）
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丁
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丁
表
）

き
く
が
に
が
づ
ゑ

い
し
か
は

菊
蟹
主
計
、
石
川
藤
次
。

「
そ
れ
が
よ
し
、
�
�
。」

お

「
い
つ
そ
押
し
て
も
ら
ふ
事
さ
。」

伊
東
入
道
、
山
木
の
判
官
に
心
を
よ
す
る
。

は
ん
ぐ
わ
ん

ま
さ
こ

ま
へ

こ
ゝ
に
山
木
の
判
官
か
げ
た
か
、
か
ね
て
政
子
の
前
に
ほ
れ
て
い
た
り

よ
り
と
も

い
ろ

ま
よ

き

き

は
ら
だ

し
が
、
頼
朝
の
色
に
迷
ひ
決
ま
り
し
こ
と
聞
き
、
腹
立
て
る
。

せ
ん
せ
い

ほ
う
じ
や
う

む
す
め

「
イ
ヤ
伊
東
先
生
、
お
れ
が
心
を
か
け
た
北
条
の
娘
も
、
と
う
や
ら
こ
う
や

あ
た
ま

み
づ
あ

ご
う
は
ら

ら
大
頭
め
に
水
揚
げ
を
し
ら
れ
た
。
業
腹
な
。」

○
山
木
の
判
官
か
げ
た
か
│
『
平
家
物
語
』『
源
平
盛
衰
記
』『
曽
我
物
語
』

等
で
は
山
木
兼
隆
。
屋
牧
（
八
牧
）
兼
隆
と
も
。
桓
武
平
氏
に
属
し
、
父
は

検
非
違
使
や
河
内
守
・
和
泉
守
・
出
羽
守
を
歴
任
し
た
平
氏
の
家
人
平
信

綱
。
兼
隆
自
身
も
検
非
違
使
で
あ
っ
た
。『
源
平
盛
衰
記
』
巻
十
八
や
真
名

本
『
曾
我
物
語
』
巻
三
に
は
、
大
番
役
を
終
え
て
帰
国
の
途
に
あ
っ
た
北
条

時
政
が
、
同
道
し
て
い
た
兼
隆
に
娘
を
嫁
が
せ
る
こ
と
を
既
に
約
束
し
て
い

た
の
で
、
政
子
と
源
頼
朝
と
の
関
係
を
知
っ
て
驚
く
、
と
い
う
場
面
が
あ

お
ど
ろ
き

る
。
「
北
条
四
郎
京
ヨ
リ
下
リ
ケ
ル
道
ニ
テ
。
此
事
ヲ
聞
テ
大
ニ
驚
。
同

道
シ
テ
下
ケ
ル
前
検
非
違
使
兼
隆
ヲ
ゾ
。
婿
ニ
取
ヘ
キ
由
契
約
シ
テ
ケ
ル
。

つ
き

か
の

国
ニ
下
リ
著
ケ
レ
バ
。
知
ラ
ザ
ル
体
ニ
モ
テ
ナ
シ
テ
彼
娘
ヲ
取
テ
兼
隆
カ
許

ヘ
ソ
遣
シ
ケ
ル
。」（
源
平
盛
衰
記
十
八
）

有 働 裕

― １１０ ―
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．
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く
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血
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（
十
丁
裏
十
一
丁
表
）
 

は
ん
ぐ
わ
ん
 

ほ
、
つ
じ
や
、
つ
 

む
す
め
 

つ
ま
 

お
 

さ
て
も
山
木
の
判
官
は
北
条
の
娘
を
妻
に
せ
ん
と
押
し
て
も
ら
ひ
か
、
 

ろ
う
ど
う
 

き
く
か
に
か
づ
 
兼
き
た
 

る
。
か
げ
た
か
の
郎
等
、
菊
蟹
主
計
来
り
。
 

「
穀
欝
誓
評
、
者
静
？
、
o

魔
積
感
r
遣
長
ど
い
ふ
て
く
り
や
れ
さ
o
」 

曝
藤
は
山
木
の
命
欝
が
響
み
に
ま
か
せ
、
藤
争
の
献
を
難
入
さ
す
る
o
魔
濃
 

ュ‘ 

し
ん
し
よ
 

と
 

も
 

の
内
に
、
お
す
べ
と
い
ふ
お
た
ふ
く
、
寝
所
の
取
り
持
ち
す
る
。
 

「
お
嬬
さ
ん
か
、
こ
つ
ち
か
ら
お
献
さ
ん
に
の
ぼ
り
つ
め
た
の
さ
o
」 

あ
 

く
ち
 

「
そ
れ
は
、
空
い
た
口
に
も
ち
か
け
山
木
か
大
し
や
わ
せ
じ
や
。
」
 

「
ヲ
、
気
わ
る
。
」
 

〇
お
す
べ
ー
 
の
醜
い
女
性
を
表
す
語
「
す
べ
た
」
を
も
じ
っ
て
名
前
と
し
 

た
も
の
で
あ
ろ
、
っ
。
 

〇
空
い
た
口
に
も
ち
か
け
山
ー
棚
か
ら
牡
丹
餅
の
よ
う
な
幸
運
だ
と
い
う
意
 

味
の
慣
用
句
に
、
流
行
の
言
い
回
し
の
「
…
山
」
を
付
け
、
さ
ら
に
「
山
 

木
」
と
つ
な
げ
て
地
口
に
し
た
も
の
。
 

「
一
杯
飲
み
か
け
山
の
か
ん
が
ら
 

す
」
（
恋
川
春
町
『
辞
闘
戦
新
寝
』
安
永
七
年
・
一
七
七
八
）
 

〇
気
わ
る
ー
 
分
が
悪
く
な
る
よ
う
な
言
動
に
対
す
る
軽
蔑
の
感
情
を
示
す
 

語

。

 

※
『
源
平
盛
衰
記
』
十
八
、
『
曽
我
物
語
』
二
で
は
、
政
子
は
一
旦
山
木
兼
 

隆
の
館
に
入
り
は
し
た
も
の
の
、
一
夜
も
明
か
さ
ず
に
抜
け
出
し
て
伊
豆
山
 

権
現
に
逃
げ
込
み
、
駆
け
つ
け
た
頼
朝
と
と
も
に
北
条
方
に
保
護
さ
れ
る
。
 

時
政
が
頼
朝
の
将
来
を
見
込
ん
で
知
ら
ぬ
体
を
装
っ
た
た
め
、
武
威
を
恐
れ
 

た
兼
隆
は
引
き
下
が
る
こ
と
に
な
る
。
 

109 一 

（
十
丁
裏
十
一
丁
表
）

は
ん
ぐ
わ
ん

ほ
う
じ
や
う

む
す
め

つ
ま

お

さ
て
も
山
木
の
判
官
は
北
条
の
娘
を
妻
に
せ
ん
と
押
し
て
も
ら
ひ
か
ゝ

ろ
う
ど
う

き
く
か
に
か
づ
ゑ
き
た

る
。
か
げ
た
か
の
郎
等
、
菊
蟹
主
計
来
り
。

き
く
か
に
か
ず
へ

た
い
ぎ

な
る
ほ
と
む
す
め

し
ん
じ
や
う

「
菊
蟹
主
計
、
大
儀
�
�
。
成
程
娘
を
進
上
と
い
ふ
て
く
り
や
れ
さ
。」

と
き
ま
さ

は
ん
ぐ
わ
ん

の
そ

ま
さ
こ

ま
へ

こ
し

こ
し
も
と

時
政
は
山
木
の
判
官
が
望
み
に
ま
か
せ
、政
子
の
前
を
輿
入
さ
す
る
。腰
元

う
ち

し
ん
し
よ

と

も

の
内
に
、
お
す
べ
と
い
ふ
お
た
ふ
く
、
寝
所
の
取
り
持
ち
す
る
。

ひ
め

ま
へ

「
お
姫
さ
ん
か
、
こ
つ
ち
か
ら
お
前
さ
ん
に
の
ぼ
り
つ
め
た
の
さ
。」

あ

く
ち

「
そ
れ
は
、
空
い
た
口
に
も
ち
か
け
山
木
か
大
し
や
わ
せ
じ
や
。」

き

「
ヲ
ゝ
気
わ
る
。」

○
お
す
べ
│
顔
の
醜
い
女
性
を
表
す
語
「
す
べ
た
」
を
も
じ
っ
て
名
前
と
し

た
も
の
で
あ
ろ
う
。

○
空
い
た
口
に
も
ち
か
け
山
│
棚
か
ら
牡
丹
餅
の
よ
う
な
幸
運
だ
と
い
う
意

味
の
慣
用
句
に
、
流
行
の
言
い
回
し
の
「
…
山
」
を
付
け
、
さ
ら
に
「
山

木
」
と
つ
な
げ
て
地
口
に
し
た
も
の
。
「
一
杯
飲
み
か
け
山
の
か
ん
が
ら

す
」（
恋
川
春
町
『
辞
闘
戦
新
寝
』
安
永
七
年
・
一
七
七
八
）

き
○
気
わ
る
│
気
分
が
悪
く
な
る
よ
う
な
言
動
に
対
す
る
軽
蔑
の
感
情
を
示
す

語
。

※
『
源
平
盛
衰
記
』
十
八
、『
曽
我
物
語
』
二
で
は
、
政
子
は
一
旦
山
木
兼

隆
の
館
に
入
り
は
し
た
も
の
の
、
一
夜
も
明
か
さ
ず
に
抜
け
出
し
て
伊
豆
山

権
現
に
逃
げ
込
み
、
駆
け
つ
け
た
頼
朝
と
と
も
に
北
条
方
に
保
護
さ
れ
る
。

時
政
が
頼
朝
の
将
来
を
見
込
ん
で
知
ら
ぬ
体
を
装
っ
た
た
め
、
武
威
を
恐
れ

た
兼
隆
は
引
き
下
が
る
こ
と
に
な
る
。

黄表紙『優美源氏鎧雛形』（安永六年刊）について （１４）
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（
十
一
丁
裏
十
二
丁
表
）
 

山
木
（
靴
驚
農
入
に
織
嘩
孔
を
と
れ
ば
、
臓
ひ
も
よ
ら
ぬ
戴
賞
靖
鷹
、
 

ぼ
う
ず
あ
た
ま
 

こ
ま
 

坊
主
頭
を
ふ
り
た
て
、
、
う
ん
さ
い
め
ら
を
困
ら
す
る
。
 

せ
ん
ど
 

は
た
ら
 

お
す
べ
も
こ
、
を
先
途
と
、
働
く
。
 

熟
和
磁
繊
蕊
毎
巌
ビ
す
り
ま
す
ぞ
o
」 

「
斑
発
の
献
の
い
か
さ
ま
を
く
つ
た
o

エ
、
い
ま
く
し
い
o

あ
れ
、
か
た
 

つ
は
し
か
ら
、
お
た
ふ
く
と
も
に
ぶ
つ
ち
め
ろ
、
よ
し
。
」
 

「
や
ら
ぬ
は
。
あ
り
や
、
 ？

、

？

、

。

」

 

〇
っ
ん
さ
い
ー
「
机
勝
」
o

人
を
罵
る
時
に
用
い
る
語
o

「
っ
ざ
い
が
き
（
有
 

『」
 

財
餓
鬼
）
」
が
略
さ
れ
て
変
化
し
た
語
。
元
来
は
、
金
銭
を
貯
え
て
い
な
が
 

ら
鬼
の
よ
う
な
欲
深
さ
を
持
つ
貪
欲
な
人
、
の
意
。
 

「
ヤ
ア
や
か
ま
し
い
 

う
ん
ざ
い
共
。
音
に
も
聞
く
ら
ん
高
雄
の
文
覚
と
い
ふ
源
氏
の
腰
押
し
。
此
 

の
酢
散
は
も
と
我
が
物
o
」
（
近
松
門
左
衛
門
『
平
家
女
護
島
』
享
保
四
年
 

〔
一
七
一
九
〕
初
演
）
 

す

り

こ

ぎ

 

、
つ
わ
な
り
う
 

〇
連
木
釈
経
恋
無
常
ー
 
木
は
擂
粉
木
の
別
称
。
後
妻
打
ち
を
思
わ
せ
る
風
 

体
で
お
す
べ
が
活
躍
し
て
い
る
が
、
手
に
し
て
い
る
擂
粉
木
す
な
わ
ち
連
木
 

に
、
和
歌
の
分
類
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
る
「
神
祇
、
釈
教
、
恋
、
無
情
」
を
 

か
け
て
駄
酒
落
に
し
て
い
る
。
 

一 

（
十
一
丁
裏
十
二
丁
表
）

は
ん
ぐ
わ
ん

と
こ

わ
た
ぼ
う
し

お
も

も
ん
が
く
せ
う
に
ん

山
木
の
判
官
、
床
入
に
綿
帽
子
を
と
れ
ば
、
思
ひ
も
よ
ら
ぬ
文
覚
上
人
、

ぼ
う
ず
あ
た
ま

こ
ま

坊
主
頭
を
ふ
り
た
て
ゝ
、
う
ん
さ
い
め
ら
を
困
ら
す
る
。

せ
ん
ど

は
た
ら

お
す
べ
も
こ
ゝ
を
先
途
と
ゝ
働
く
。

れ
ん
き
し
や
つ
き
や
う
こ
い
む
し
や
う

「
連
木
釈
経
恋
無
常
に
す
り
ま
す
ぞ
。」

ま
さ
ご

ま
へ

「
政
子
の
前
の
い
か
さ
ま
を
く
つ
た
。
エ
ゝ
い
ま
�
�
し
い
。
あ
れ
、
か
た

つ
は
し
か
ら
、
お
た
ふ
く
と
も
に
ぶ
つ
ち
め
ろ
、
よ
し
。」

「
や
ら
ぬ
は
。
あ
り
や
、
�
�
�
�
。」

う
ん
ざ
い

○
う
ん
さ
い
│
「
有
財
」。
人
を
罵
る
時
に
用
い
る
語
。「
う
ざ
い
が
き
（
有

財
餓
鬼
）」
が
略
さ
れ
て
変
化
し
た
語
。
元
来
は
、
金
銭
を
貯
え
て
い
な
が

ら
鬼
の
よ
う
な
欲
深
さ
を
持
つ
貪
欲
な
人
、
の
意
。
「
ヤ
ア
や
か
ま
し
い

こ
し

う
ん
ざ
い
共
。
音
に
も
聞
く
ら
ん
高
雄
の
文
覚
と
い
ふ
源
氏
の
腰
押
し
。
此

さ
れ
こ
う
べ

の
白
首
は
も
と
我
が
物
。」（
近
松
門
左
衛
門
『
平
家
女
護
島
』
享
保
四
年

〔
一
七
一
九
〕
初
演
）

す
り
こ
ぎ

う
わ
な
り
う

○
連
木
釈
経
恋
無
常
│
連
木
は
擂
粉
木
の
別
称
。
後
妻
打
ち
を
思
わ
せ
る
風

体
で
お
す
べ
が
活
躍
し
て
い
る
が
、
手
に
し
て
い
る
擂
粉
木
す
な
わ
ち
連
木

に
、
和
歌
の
分
類
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
る
「
神
祇
、
釈
教
、
恋
、
無
情
」
を

か
け
て
駄
洒
落
に
し
て
い
る
。

有 働 裕

― １０８ ―
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お
か
さ
き
 

か
た
 

さ
な
だ
 

か
た
 

し
ん
も
つ
 

岡
崎
の
四
郎
の
方
よ
り
、
真
田
の
与
市
方
へ
進
物
も
の
、
よ
ろ
ひ
、
下
人
ど
 

（
十
二
丁
裏
十
三
丁
表
）
 

山
木
（
靴
一
 

申
鍵
を
籍
め
ん
と
、
嬉
ぎ
や
つ
し
、
機
お
を
見
て
ゐ
る
o
 

「
ま
と
は
い
た
ふ
も
の
た
。
此
具
足
を
た
れ
か
人
に
や
る
へ
い
。
」
 

も
か
つ
き
ゆ
く
。
 

「
か
ざ
ま
つ
り
で
た
て
や
う
。
」
 

曇
磁
ビ
お
れ
が
や
う
な
撚
磁
可
新
六
構
だ
o
」 

は
ん
く
わ
ん
 

な

が

を

 

と
 

ふ
 

山
木
の
判
官
、
長
尾
の
新
六
を
捕
つ
て
伏
せ
 

ば
 

と
 

を
奪
い
取
る
。
 

く

ち

お

 

「
エ
、
ロ
惜
し
い
な
あ
？
、
。
」
 

た
ま
 

「
黙
つ
て
く
た
は
れ
？
、
。
」
 

さ
 

こ
ろ
 

さ
な
だ
 

刺
し
殺
し
真
田
が
よ
ろ
い
 

〇
ま
と
は
い
た
ふ
も
の
た
ー
不
明
。
纏
わ
い
た
い
も
の
だ
、
の
意
か
。
 

〇
か
つ
き
ゆ
く
ー
原
文
「
か
つ
た
ゆ
く
」
。
文
意
を
考
慮
し
て
改
め
た
。
 

〇
か
ざ
ま
つ
り
で
た
て
や
う
ー
不
明
。
現
在
の
神
奈
川
県
小
田
原
市
に
あ
る
 

か
ざ
ま
つ
り
 

地
名
「
風
祭
」
の
こ
と
か
。
 

〇
惣
領
の
新
六
ー
長
男
は
お
人
好
し
で
愚
鈍
な
も
の
だ
、
と
い
う
意
味
の
諺
 

「
惣
領
の
甚
六
」
に
、
「
宰
領
（
荷
物
を
運
送
す
る
際
の
監
督
役
）
は
長
尾
新
 

六
様
だ
」
を
か
け
た
駄
酒
落
。
 

さ
だ
か
げ
 

〇
長
尾
の
新
六
ー
長
尾
定
景
。
通
称
新
六
。
治
承
四
年
（
一
一
八
〇
）
の
頼
 

朝
挙
兵
の
際
に
は
平
家
方
に
加
わ
り
、
石
橋
山
の
戦
い
で
頼
朝
の
寵
臣
の
佐
 

奈
田
義
忠
を
討
ち
取
る
。
後
に
頼
朝
に
降
伏
し
、
許
さ
れ
て
鎌
倉
幕
府
の
御
 

家
人
と
な
る
。
 

107 

（
十
二
丁
裏
十
三
丁
表
）

は
ん
ぐ
わ
ん

み
か
た

あ
つ

す
か
た

よ
う
す

山
木
の
判
官
は
味
方
を
集
め
ん
と
、
姿
を
や
つ
し
、
様
子
を
見
て
ゐ
る
。

く
そ
く

「
ま
と
は
い
た
ふ
も
の
た
。
此
具
足
を
た
れ
か
人
に
や
る
へ
い
。」

お
か
さ
き

か
た

さ
な
だ

か
た

し
ん
も
つ

岡
崎
の
四
郎
の
方
よ
り
、
真
田
の
与
市
方
へ
進
物
も
の
ゝ
よ
ろ
ひ
、
下
人
ど

も
か
つ
き
ゆ
く
。

「
か
ざ
ま
つ
り
で
た
て
や
う
。」

さ
い
り
や
う

そ
う
り
や
う

さ
ま

「
宰
領
に
お
れ
が
や
う
な
惣
領
の
新
六
様
だ
。」

は
ん
く
わ
ん

な
が
を

と

ふ

さ

こ
ろ

さ
な
だ

山
木
の
判
官
、
長
尾
の
新
六
を
捕
つ
て
伏
せ

刺
し
殺
し
真
田
が
よ
ろ
い

ば

と

を
奪
い
取
る
。

く
ち
お

「
エ
ゝ
口
惜
し
い
な
あ
�
�
。」

た
ま

「
黙
つ
て
く
た
は
れ
�
�
。」

ま
と

○
ま
と
は
い
た
ふ
も
の
た
│
不
明
。
纏
わ
い
た
い
も
の
だ
、
の
意
か
。

○
か
つ
き
ゆ
く
│
原
文
「
か
つ
た
ゆ
く
」。
文
意
を
考
慮
し
て
改
め
た
。

○
か
ざ
ま
つ
り
で
た
て
や
う
│
不
明
。
現
在
の
神
奈
川
県
小
田
原
市
に
あ
る

か
ざ
ま
つ
り

地
名
「
風
祭
」
の
こ
と
か
。

○
惣
領
の
新
六
│
長
男
は
お
人
好
し
で
愚
鈍
な
も
の
だ
、
と
い
う
意
味
の
諺

「
惣
領
の
甚
六
」
に
、「
宰
領
（
荷
物
を
運
送
す
る
際
の
監
督
役
）
は
長
尾
新

六
様
だ
」
を
か
け
た
駄
洒
落
。

さ
だ
か
げ

○
長
尾
の
新
六
│
長
尾
定
景
。
通
称
新
六
。
治
承
四
年
（
一
一
八
〇
）
の
頼

朝
挙
兵
の
際
に
は
平
家
方
に
加
わ
り
、
石
橋
山
の
戦
い
で
頼
朝
の
寵
臣
の
佐

奈
田
義
忠
を
討
ち
取
る
。
後
に
頼
朝
に
降
伏
し
、
許
さ
れ
て
鎌
倉
幕
府
の
御

家
人
と
な
る
。

黄表紙『優美源氏鎧雛形』（安永六年刊）について （１６）
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g
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授
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‘
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勲
諮
鴛
糞
 

）
あ
り
喜
を
J
t
 

ー
，
年
●
x
よJ 

一 

×
 

（十
三
丁
裏
十
四
丁
表
）
 

さ

な

た

 

か
 

と
も
 

く

ち

を

 

真
田
の
与
市
駆
け
つ
け
、
共
に
ロ
惜
し
が
る
。
 

あ
し
は
や
 

き
 

み
 

「
今
一
足
早
く
来
た
ら
は
、
こ
の
て
い
は
見
ま
い
も
の
を
。
」
 

お
と
・
 

さ

な

た

 

け

ら

い

 

さ
な
だ
 

長
尾
の
新
六
が
弟
新
七
は
、
真
田
の
与
市
が
家
来
と
な
り
、
真
田
の
文
蔵
 

あ
に
 

さ
い
 
こ
 

か
 

か
な
 

と
い
ひ
け
る
が
、
兄
の
最
期
に
駆
け
つ
け
悲
し
む
。
 

く

そ

く

 

さ
な
だ
 

「
ま
つ
こ
の
具
足
を
し
め
こ
の
う
さ
ぎ
。
こ
れ
か
ら
お
れ
が
真
田
の
与
市
に
 

纏
れ
、
ル
り
返
み
て
煽
轍
の
瓦
興
の
、
勝
奪
の
、
す
べ
た
の
、
あ
ん
ほ
ん
だ
 

ん
め
を
、
し
め
し
る
し
と
し
て
こ
ま
そ
う
。
」
 

そ
、
っ
し
 

さ
つ
 

よ
り
と
も
 

こ
ま
 

此
草
紙
が
五
冊
も
の
だ
と
、
ま
だ
頼
朝
め
を
困
ら
せ
る
が
、
も
ふ
お
し
つ
 

、つ 

た
 

け
打
ち
出
し
だ
。
 

ひ
ぜ
ん
 

し
ば
 
ゐ
 

じ
 
か
 

う
 

た
 

い
つ
も
肥
前
が
芝
居
で
は
大
仕
掛
け
は
打
ち
出
し
だ
。
 

〇
真
田
の
与
一
ー
岡
崎
義
実
の
嫡
男
で
頼
朝
の
忠
臣
、
佐
奈
田
義
忠
。
 

〇
し
め
こ
の
う
さ
ぎ
ー
し
め
た
、
う
ま
く
や
っ
た
、
の
意
の
地
口
。
 

「さ 

て
こ
そ
北
八
が
や
く
そ
く
の
し
ろ
も
の
、
し
め
こ
の
う
さ
ぎ
と
、
い
き
な
り
 

手
を
や
つ
て
さ
ぐ
り
見
れ
ば
」
（
『
東
海
道
中
膝
栗
毛
』
五
編
上
・
文
化
三
年
 

〔
一
八
〇
六
ビ
 

〇
し
め
し
る
し
ー
 
ち
の
め
す
の
意
の
「
し
め
る
」
に
「
印
」
を
付
し
た
地
口
。
 

〇
打
ち
出
し
ー
芝
居
興
行
の
最
後
の
場
面
。
合
図
の
「
打
ち
出
し
太
鼓
」
に
 

ち
な
ん
だ
語
。
 

〇
肥
前
座
ー
豆
竹
肥
前
掾
が
元
文
年
間
に
堺
町
に
起
こ
し
た
人
形
浄
瑠
璃
の
 

劇
場
。
回
り
舞
台
の
仕
掛
け
な
ど
で
人
気
を
博
し
た
。
 

106 

（
十
三
丁
裏
十
四
丁
表
）

さ
な
た

か

と
も

く
ち
を

真
田
の
与
市
駆
け
つ
け
、
共
に
口
惜
し
が
る
。

あ
し
は
や

き

み

「
今
一
足
早
く
来
た
ら
は
、
こ
の
て
い
は
見
ま
い
も
の
を
。」

お
と
ゝ

さ
な
た

け
ら
い

さ
な
だ

長
尾
の
新
六
が
弟
新
七
は
、
真
田
の
与
市
が
家
来
と
な
り
、
真
田
の
文
蔵

あ
に

さ
い
こ

か

か
な

と
い
ひ
け
る
が
、
兄
の
最
期
に
駆
け
つ
け
悲
し
む
。

く
そ
く

さ
な
だ

「
ま
つ
こ
の
具
足
を
し
め
こ
の
う
さ
ぎ
。
こ
れ
か
ら
お
れ
が
真
田
の
与
市
に

ま
ぎ

い

こ

よ
り
と
も

あ
た
ま

す
け
べ
い

紛
れ
、
入
り
込
み
て
頼
朝
の
大
頭
の
、
助
平
の
、
す
べ
た
の
、
あ
ん
ほ
ん
だ

ん
め
を
、
し
め
し
る
し
と
し
て
こ
ま
そ
う
。」

そ
う
し

さ
つ

よ
り
と
も

こ
ま

此
草
紙
が
五
冊
も
の
だ
と
、
ま
だ
頼
朝
め
を
困
ら
せ
る
が
、
も
ふ
お
し
つ

う

た

け
打
ち
出
し
だ
。

ひ
ぜ
ん

し
ば
ゐ

じ

か

う

た

い
つ
も
肥
前
が
芝
居
で
は
大
仕
掛
け
は
打
ち
出
し
だ
。

○
真
田
の
与
一
│
岡
崎
義
実
の
嫡
男
で
頼
朝
の
忠
臣
、
佐
奈
田
義
忠
。

○
し
め
こ
の
う
さ
ぎ
│
し
め
た
、
う
ま
く
や
っ
た
、
の
意
の
地
口
。
「
さ

て
こ
そ
北
八
が
や
く
そ
く
の
し
ろ
も
の
、
し
め
こ
の
う
さ
ぎ
と
、
い
き
な
り

手
を
や
つ
て
さ
ぐ
り
見
れ
ば
」（『
東
海
道
中
膝
栗
毛
』
五
編
上
・
文
化
三
年

〔
一
八
〇
六
〕）

○
し
め
し
る
し
│
打
ち
の
め
す
の
意
の
「
し
め
る
」
に「
印
」を
付
し
た
地
口
。

○
打
ち
出
し
│
芝
居
興
行
の
最
後
の
場
面
。
合
図
の
「
打
ち
出
し
太
鼓
」
に

ち
な
ん
だ
語
。

○
肥
前
座
│
豊
竹
肥
前
掾
が
元
文
年
間
に
堺
町
に
起
こ
し
た
人
形
浄
瑠
璃
の

劇
場
。
回
り
舞
台
の
仕
掛
け
な
ど
で
人
気
を
博
し
た
。

有 働 裕
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W
ら
－
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き
実
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縛

？

 

I

ー

レ

 

'

1

 

」 

（
十
四
丁
裏
十
五
丁
表
）
 

鰍
m
に
は
斑
争
御
戯
、
臓
ひ
都
に
は
鷹
嬬
を
督
愛
あ
り
o

此
鷹
嬬
、
観
に
 

た
ん
こ
 

つ
ほ
ね
 

し
ま
 
つ
 

け
 

せ
ん
ぞ
 

丹
後
の
局
と
申
ス
。
島
津
家
の
先
祖
也
。
 

し
ゆ
く
 

人
？
、
祝
し
申
ス
。
め
で
た
し
。
 

さ
れ
は
春
兵
衛
か
璃
煽
轍
、
平
刻
遇
議
の
臓
）
耳
を
か
う
む
り
、
）
響
大
将
 

い
と
、
っ
 

せ
 

と
あ
を
が
れ
、
ま
づ
伊
東
山
木
を
攻
め
う
ち
給
ふ
。
 

山
和
の
繊
唾
購
載
し
て
催
が
ら
？
、
返
げ
る
o
 

「
ゆ
る
せ
、
？
、
。
」
 

み
 

ほ
ろ
 

て
は
じ
 

は
ん
 

伊
東
入
道
山
木
に
一
味
し
て
こ
、
に
て
滅
ぶ
。
ま
づ
手
始
め
に
山
木
の
判
 

く
は
ん
 

せ
 

官
を
攻
め
ら
る
。
 

播
結
町
藤
、
争
鄭
の
介
を
は
じ
め
、
さ
ん
ぐ
に
身
め
、
つ
い
に
伊
東
 

い
 

2
 

を
生
け
捕
る
。
 

〇
此
辰
姫
、
後
に
丹
後
の
局
と
申
ス
。
島
津
家
の
先
祖
也
占
『
津
家
の
初
代
 

忠
久
を
頼
朝
の
落
胤
と
す
る
説
は
、
島
津
家
の
正
史
と
も
い
う
べ
き
『
島
津
 

氏
正
統
系
図
』
『
島
津
国
史
』
に
記
載
が
あ
り
、
『
寛
永
諸
家
系
図
伝
』
『
寛
 

ひ
 

政
重
修
諸
家
譜
』
に
も
記
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
い
ず
れ
も
丹
後
の
局
を
比
 

き
よ
し
か
ず
 

企
能
員
の
妹
と
し
て
い
る
。
北
条
政
子
の
妬
み
を
恐
れ
て
西
国
に
逃
げ
る
途
 

中
、
摂
津
の
住
吉
神
社
に
た
ど
り
着
い
た
と
こ
ろ
で
産
気
づ
き
、
狐
火
に
照
 

ら
さ
れ
な
が
ら
出
産
し
た
と
い
う
。
 

〇
千
葉
の
介
ー
桓
武
平
氏
、
平
忠
常
の
子
孫
で
、
十
二
世
紀
前
半
か
ら
下
総
 

国
千
葉
庄
を
本
領
と
し
、
嫡
流
が
下
総
権
介
職
を
世
襲
し
た
の
で
千
葉
介
と
 

称
し
た
。
 

一 にu 0
 

一 

（
十
四
丁
裏
十
五
丁
表
）

み
た
い

ま
さ
ご

ぜ
ん

お
も

も
の

た
つ
ひ
め

て
う
あ
い

た
つ
ひ
め

の
ち

御
台
に
は
政
子
御
前
、
思
ひ
者
に
は
辰
姫
を
寵
愛
あ
り
。
此
辰
姫
、
後
に

た
ん
こ

つ
ほ
ね

し
ま
つ

け

せ
ん
ぞ

丹
後
の
局
と
申
ス
。
島
津
家
の
先
祖
也
。

し
ゆ
く

人
�
�
祝
し
申
ス
。
め
で
た
し
。

う

へ

の
す
け
よ
り
と
も

け
つ
い
と
う

ゐ
ん
せ
ん

け
ん
う

さ
れ
は
右
兵
衛
之
介
頼
朝
、
平
家
追
討
の
院
宣
を
か
う
む
り
、
遣
右
大
将

い
と
う

せ

と
あ
を
が
れ
、
ま
づ
伊
東
山
木
を
攻
め
う
ち
給
ふ
。

き

は
ん
く
わ
ん

は
い
ぐ
ん

い
の
ち

に

山
木
の
判
官
、
敗
軍
し
て
命
か
ら
�
�
逃
げ
る
。

「
ゆ
る
せ
、
�
�
。」

み

ほ
ろ

て
は
じ

は
ん

伊
東
入
道
山
木
に
一
味
し
て
こ
ゝ
に
て
滅
ぶ
。
ま
づ
手
始
め
に
山
木
の
判

く
は
ん

せ

官
を
攻
め
ら
る
。

ほ
う
し
や
う

ま
さ

ち

ば

せ

北
条
時
政
、
千
葉
の
介
を
は
じ
め
、
さ
ん
�
�
に
攻
め
、
つ
い
に
伊
東

い

ど

を
生
け
捕
る
。

○
此
辰
姫
、
後
に
丹
後
の
局
と
申
ス
。
島
津
家
の
先
祖
也
│
島
津
家
の
初
代

忠
久
を
頼
朝
の
落
胤
と
す
る
説
は
、
島
津
家
の
正
史
と
も
い
う
べ
き
『
島
津

氏
正
統
系
図
』『
島
津
国
史
』
に
記
載
が
あ
り
、『
寛
永
諸
家
系
図
伝
』『
寛ひ

政
重
修
諸
家
譜
』
に
も
記
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
い
ず
れ
も
丹
後
の
局
を
比

き
よ
し
か
ず

企
能
員
の
妹
と
し
て
い
る
。
北
条
政
子
の
妬
み
を
恐
れ
て
西
国
に
逃
げ
る
途

中
、
摂
津
の
住
吉
神
社
に
た
ど
り
着
い
た
と
こ
ろ
で
産
気
づ
き
、
狐
火
に
照

ら
さ
れ
な
が
ら
出
産
し
た
と
い
う
。

○
千
葉
の
介
│
桓
武
平
氏
、
平
忠
常
の
子
孫
で
、
十
二
世
紀
前
半
か
ら
下
総

国
千
葉
庄
を
本
領
と
し
、
嫡
流
が
下
総
権
介
職
を
世
襲
し
た
の
で
千
葉
介
と

称
し
た
。

黄表紙『優美源氏鎧雛形』（安永六年刊）について （１８）
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γ
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・
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ぐ
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ド
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（
十
五
丁
裏
）
 

桂
子
作
 

さ
な
だ
 

に
せ
さ
な
だ
 

、つ 

、
つ
ん
の
 

な
 

真
田
の
与
市
、
偽
真
田
を
討
ち
、
こ
れ
よ
り
海
野
の
太
郎
と
名
の
る
。
 

「
ご
め
ん
、
？
、
。
」
 

ま
た
 
の
 

く
 

し
 

に
 

俣
野
、
五
郎
、
組
み
敷
か
れ
、
ほ
う
？
、
逃
げ
ゆ
く
。
 

「
震
、
露
辱
の
新
六
ぶ
畿
“
聾
へ
た
か
、
？
、
o
」 

く
み
、
っ
 

き
ん
ね
ん
 

こ
の
組
討
ち
は
近
年
大
あ
た
り
、
？
、
。
 

あ
く
 

た
い
 
ぢ
 

け
 

ほ
ろ
 

き
み
 

か
2
 

悪
人
退
治
、
な
を
も
平
家
を
滅
ほ
さ
ん
。
君
の
御
門
出
、
め
で
た
し
？
、
。
 

さ

な

だ

 

ま
こ
と
 

「
お
の
れ
、
よ
く
真
田
の
い
か
さ
ま
を
し
た
な
。
真
の
与
一
は
お
れ
だ
は
や
 

い。」 兼
 
ま
 

よ
し
と
き
か
 

よ
ろ
と
 

江
間
の
小
四
郎
義
時
駆
け
つ
け
、
喜
ぶ
。
 

一 

鳥
居
清
經
画
 

m
 

一 

〇
俣
野
の
五
郎
ー
 
野
景
久
。
桓
武
平
氏
。
父
は
大
庭
景
忠
。
俣
野
は
相
模
 

国
高
座
郡
。
景
久
は
源
頼
朝
の
挙
兵
時
に
は
兄
景
親
と
と
も
に
頼
朝
の
軍
勢
 

を
石
橋
山
で
破
っ
た
。
相
撲
で
二
十
一
番
勝
ち
続
け
る
怪
力
ぶ
り
や
、
佐
奈
 

田
義
忠
（
与
一
）
と
死
闘
を
繰
り
広
げ
た
こ
と
で
知
ら
れ
、
歌
舞
伎
の
題
材
 

に
も
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
た
。
 

「
俣
野
敵
ノ
ョ
ス
ル
ト
思
ケ
レ
バ
、
佐
奈
 

む
 
げ
 

田
与
一
義
貞
ト
名
乗
ッ
ル
ハ
落
ヌ
ル
カ
ト
呼
ケ
リ
。
無
下
ニ
近
カ
リ
ケ
 

と
ふ
 

お
そ
き
 

レ
バ
、
義
貞
コ
、
ニ
ア
リ
。
問
ハ
誰
、
俣
野
五
郎
景
尚
ト
名
乗
ヤ
遅
、
押
並
 

な
り
 

は
ね
か
へ
し
も
ち
か
へ
し
 

テ
馬
ノ
間
へ
落
重
ル
。
上
ニ
成
下
ニ
ナ
リ
、
駻
返
持
帰
山
ノ
ソ
バ
ヲ
下
リ
 

ニ
大
道
マ
デ
四
段
計
ゾ
コ
ロ
ビ
タ
ル
。
」
（
源
平
盛
衰
記
巻
二
十
）
 

（
十
五
丁
裏
）

桂
子
作

さ
な
だ

に
せ
さ
な
だ

う

う
ん
の

な

真
田
の
与
市
、
偽
真
田
を
討
ち
、
こ
れ
よ
り
海
野
の
太
郎
と
名
の
る
。

「
ご
め
ん
、
�
�
。」

ま
た
の

く

し

に

俣
野
ゝ
五
郎
、
組
み
敷
か
れ
、
ほ
う
�
�
逃
げ
ゆ
く
。

あ
に

な
か
を

か
た
き

お
ぼ

「
兄
、
長
尾
の
新
六
が
敵
、
覚
へ
た
か
、
�
�
。」

く
み
う

き
ん
ね
ん

こ
の
組
討
ち
は
近
年
大
あ
た
り
、
�
�
。

あ
く

た
い
ぢ

け

ほ
ろ

き
み

か
ど

悪
人
退
治
、
な
を
も
平
家
を
滅
ほ
さ
ん
。
君
の
御
門
出
、
め
で
た
し
�
�
。

さ
な
だ

ま
こ
と

「
お
の
れ
、
よ
く
真
田
の
い
か
さ
ま
を
し
た
な
。
真
の
与
一
は
お
れ
だ
は
や

い
。」ゑま

よ
し
と
き
か

よ
ろ
こ

江
間
の
小
四
郎
義
時
駆
け
つ
け
、
喜
ぶ
。

鳥
居
清
經
画

○
俣
野
の
五
郎
│
俣
野
景
久
。
桓
武
平
氏
。
父
は
大
庭
景
忠
。
俣
野
は
相
模

国
高
座
郡
。
景
久
は
源
頼
朝
の
挙
兵
時
に
は
兄
景
親
と
と
も
に
頼
朝
の
軍
勢

を
石
橋
山
で
破
っ
た
。
相
撲
で
二
十
一
番
勝
ち
続
け
る
怪
力
ぶ
り
や
、
佐
奈

田
義
忠
（
与
一
）
と
死
闘
を
繰
り
広
げ
た
こ
と
で
知
ら
れ
、
歌
舞
伎
の
題
材

に
も
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
た
。
「
俣
野
敵
ノ
ヨ
ス
ル
ト
思
ケ
レ
バ
、
佐
奈

む

げ

田
与
一
義
貞
ト
名
乗
ツ
ル
ハ
落
ヌ
ル
カ
ト
呼
ケ
リ
。
無
下
ニ
近
カ
リ
ケ

と
ふ

お
そ
き

レ
バ
、
義
貞
コ
ヽ
ニ
ア
リ
。
問
ハ
誰
、
俣
野
五
郎
景
尚
ト
名
乗
ヤ
遅
、
押
並

な
り

は
ね
か
へ
し
も
ち
か
へ
し

テ
馬
ノ
間
ヘ
落
重
ル
。
上
ニ
成
下
ニ
ナ
リ
、
駻
返
持
帰
山
ノ
ソ
バ
ヲ
下
リ

ニ
大
道
マ
デ
四
段
計
ゾ
コ
ロ
ビ
タ
ル
。」（
源
平
盛
衰
記
巻
二
十
）

有 働 裕
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黄表紙『優美源氏鎧雛形』（安永六年刊）について (20 ) 

一
一
「
解
説
 

本
書
『
優
美
源
氏
鎧
雛
形
』
と
『
頼
朝
七
騎
落
』
（
前
号
の
紀
要
で
紹
介
）
 

と
い
う
続
き
物
の
黄
表
紙
は
、
い
わ
ゆ
る
浄
瑠
璃
・
歌
舞
伎
の
「
伊
豆
日
記
 

の
世
界
」
を
主
た
る
内
容
と
し
、
そ
こ
に
曽
我
物
の
内
容
や
西
鶴
の
作
品
を
 

織
り
込
み
つ
つ
、
当
時
流
行
の
地
口
な
ど
を
所
々
に
配
し
た
も
の
で
あ
る
。
 

「
伊
豆
日
記
の
世
界
」
と
は
、
平
治
の
乱
の
後
に
伊
豆
蛭
が
小
島
に
流
さ
 

れ
て
流
人
生
活
を
送
っ
て
い
た
源
頼
朝
が
、
平
家
打
倒
の
旗
揚
げ
に
至
る
ま
 

で
を
題
材
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
 
「
伊
豆
日
記
」
と
い
う
名
称
は
、
人
 

形
浄
瑠
璃
『
頼
朝
伊
豆
日
記
』
（
大
坂
竹
本
座
、
元
禄
六
〔
一
六
九
三
〕
年
 

以
前
初
演
）
に
由
来
す
る
。
 

本
書
に
お
い
て
は
、
流
人
と
し
て
伊
東
祐
親
に
預
け
ら
れ
て
い
た
源
頼
朝
 

が
辰
姫
（
伊
東
祐
親
の
娘
）
と
通
じ
、
二
人
の
間
に
若
君
「
と
ぢ
ぼ
う
君
」
 

が
生
ま
れ
る
が
、
祐
親
は
、
平
家
を
は
ば
か
っ
て
こ
の
若
君
を
「
と
ど
ろ
き
 

が
淵
」
に
沈
め
、
頼
朝
を
殺
そ
う
と
す
る
。
若
君
は
安
達
盛
長
の
子
が
身
代
 

り
に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
救
わ
れ
、
頼
朝
と
辰
姫
は
伊
東
祐
清
の
助
け
で
逃
 

げ
延
び
、
北
条
時
政
の
館
へ
身
を
寄
せ
る
。
頼
朝
と
北
条
政
子
と
が
恋
仲
に
 

な
る
と
辰
姫
は
嫉
妬
に
狂
う
が
、
政
子
は
御
台
、
辰
姫
は
愛
妾
と
い
う
形
で
 

落
ち
着
き
、
若
君
は
島
津
家
の
祖
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
内
容
が
「
伊
豆
日
 

記
の
世
界
」
に
あ
っ
て
ど
の
程
度
特
徴
的
で
あ
る
か
を
、
展
開
や
登
場
人
物
 

が
比
較
的
似
通
っ
た
諸
作
品
と
比
較
し
て
、
以
下
に
示
す
こ
と
に
す
る
。
 

先
に
掲
げ
た
『
頼
朝
伊
豆
日
議
』
に
お
い
て
は
、
伊
東
祐
親
の
娘
の
名
は
 

八
重
姫
、
頼
朝
と
の
間
に
生
ま
れ
た
若
君
の
名
は
我
観
殿
と
な
っ
て
い
る
 

令
源
平
盛
衰
記
』
『
曽
我
物
語
』
で
も
若
君
の
名
は
千
鶴
だ
が
、
祐
親
の
娘
 

は
「
三
女
」
と
記
さ
れ
る
の
み
）
。
千
鶴
殿
は
祐
親
の
命
に
よ
っ
て
「
松
川
 

の
お
く
と
ぐ
き
の
ふ
ち
」
に
沈
め
ら
れ
、
そ
れ
を
止
め
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
 

を
悔
い
て
伊
東
清
祐
（
八
重
姫
の
兄
）
は
切
腹
す
る
。
北
条
の
館
に
身
を
寄
 

せ
た
頼
朝
は
、
時
政
の
娘
朝
日
の
前
に
見
初
ら
れ
め
、
妹
背
の
約
東
を
結
 

ぶ
。
八
重
姫
は
継
母
の
手
下
に
襲
わ
れ
な
が
ら
も
北
条
の
館
に
た
ど
り
着
く
 

が
、
番
所
の
者
に
刺
さ
れ
、
頼
朝
と
朝
日
前
の
婚
儀
を
恨
み
つ
つ
死
ぬ
。
頼
 

朝
と
朝
日
の
前
は
八
重
姫
の
霊
に
よ
っ
て
熱
病
に
よ
っ
て
苦
し
め
ら
れ
る
 

が
、
文
覚
上
人
の
調
伏
に
よ
っ
て
鎮
め
ら
れ
る
、
と
い
う
展
開
で
あ
る
。
こ
 

の
浄
瑠
璃
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
「
伊
豆
日
記
の
世
界
」
の
基
本
形
と
も
い
 

う
べ
き
も
の
を
本
書
は
ふ
ま
え
て
い
る
が
、
祐
親
の
娘
が
若
君
と
と
も
に
生
 

き
延
び
る
点
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
 

な
お
、
『
頼
朝
伊
豆
日
記
』
以
前
に
も
、
同
様
の
素
材
を
扱
っ
た
古
浄
瑠
 

璃
と
し
て
『
石
橋
山
七
碕
落
』
『
石
橋
山
七
き
お
ち
』
が
あ
る
が
、
祐
親
の
 

娘
の
名
は
前
者
で
は
 
「
三
の
ひ
め
君
」
、
後
者
で
は
「
す
、
き
の
前
」
で
あ
 

り
、
若
君
の
名
は
そ
れ
ぞ
れ
「
せ
ん
つ
る
御
せ
ん
」
「
郵
つ
る
丸
」
と
な
っ
 

て
い
観
o
 

宝
永
七
（
一
七
一
〇
）
年
正
月
、
江
戸
山
村
座
初
演
の
歌
舞
伎
『
傾
城
伊
 

豆
日
記
』
（
津
打
九
平
次
、
同
半
右
衛
門
作
）
は
、
先
の
『
頼
朝
伊
豆
日
記
』
 

(

3

)
 

を
翻
案
し
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
展
開
は
複
雑
化
さ
 

れ
、
登
場
人
物
に
も
変
化
が
見
ら
れ
る
。
頼
朝
と
通
じ
た
伊
東
祐
親
の
娘
の
 

名
は
万
寿
の
姫
、
北
条
時
政
の
娘
は
朝
日
の
前
と
さ
れ
て
い
る
。
題
目
の
 

一 

〔
‘
。
 0

 
一 

三
、
解
説

本
書
『
優
美
源
氏
鎧
雛
形
』
と
『
頼
朝
七
騎
落
』（
前
号
の
紀
要
で
紹
介
）

と
い
う
続
き
物
の
黄
表
紙
は
、
い
わ
ゆ
る
浄
瑠
璃
・
歌
舞
伎
の
「
伊
豆
日
記

の
世
界
」
を
主
た
る
内
容
と
し
、
そ
こ
に
曽
我
物
の
内
容
や
西
鶴
の
作
品
を

織
り
込
み
つ
つ
、
当
時
流
行
の
地
口
な
ど
を
所
々
に
配
し
た
も
の
で
あ
る
。

「
伊
豆
日
記
の
世
界
」
と
は
、
平
治
の
乱
の
後
に
伊
豆
蛭
が
小
島
に
流
さ

れ
て
流
人
生
活
を
送
っ
て
い
た
源
頼
朝
が
、
平
家
打
倒
の
旗
揚
げ
に
至
る
ま

で
を
題
材
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
「
伊
豆
日
記
」
と
い
う
名
称
は
、
人

形
浄
瑠
璃
『
頼
朝
伊
豆
日
記
』（
大
坂
竹
本
座
、
元
禄
六
〔
一
六
九
三
〕
年

以
前
初
演
）
に
由
来
す
る
。

本
書
に
お
い
て
は
、
流
人
と
し
て
伊
東
祐
親
に
預
け
ら
れ
て
い
た
源
頼
朝

が
辰
姫
（
伊
東
祐
親
の
娘
）
と
通
じ
、
二
人
の
間
に
若
君
「
と
ぢ
ぼ
う
君
」

が
生
ま
れ
る
が
、
祐
親
は
、
平
家
を
は
ば
か
っ
て
こ
の
若
君
を
「
と
ど
ろ
き

が
淵
」
に
沈
め
、
頼
朝
を
殺
そ
う
と
す
る
。
若
君
は
安
達
盛
長
の
子
が
身
代

り
に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
救
わ
れ
、
頼
朝
と
辰
姫
は
伊
東
祐
清
の
助
け
で
逃

げ
延
び
、
北
条
時
政
の
館
へ
身
を
寄
せ
る
。
頼
朝
と
北
条
政
子
と
が
恋
仲
に

な
る
と
辰
姫
は
嫉
妬
に
狂
う
が
、
政
子
は
御
台
、
辰
姫
は
愛
妾
と
い
う
形
で

落
ち
着
き
、
若
君
は
島
津
家
の
祖
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
内
容
が
「
伊
豆
日

記
の
世
界
」
に
あ
っ
て
ど
の
程
度
特
徴
的
で
あ
る
か
を
、
展
開
や
登
場
人
物

が
比
較
的
似
通
っ
た
諸
作
品
と
比
較
し
て
、
以
下
に
示
す
こ
と
に
す
る
。

（
�
）

先
に
掲
げ
た
『
頼
朝
伊
豆
日
記
』
に
お
い
て
は
、
伊
東
祐
親
の
娘
の
名
は

せ
ん
づ
る

八
重
姫
、
頼
朝
と
の
間
に
生
ま
れ
た
若
君
の
名
は
千
鶴
殿
と
な
っ
て
い
る

（『
源
平
盛
衰
記
』『
曽
我
物
語
』
で
も
若
君
の
名
は
千
鶴
だ
が
、
祐
親
の
娘

は
「
三
女
」
と
記
さ
れ
る
の
み
）。
千
鶴
殿
は
祐
親
の
命
に
よ
っ
て
「
松
川

の
お
く
と
ゞ
き
の
ふ
ち
」
に
沈
め
ら
れ
、
そ
れ
を
止
め
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と

を
悔
い
て
伊
東
清
祐
（
八
重
姫
の
兄
）
は
切
腹
す
る
。
北
条
の
館
に
身
を
寄

せ
た
頼
朝
は
、
時
政
の
娘
朝
日
の
前
に
見
初
ら
れ
め
、
妹
背
の
約
束
を
結

ぶ
。
八
重
姫
は
継
母
の
手
下
に
襲
わ
れ
な
が
ら
も
北
条
の
館
に
た
ど
り
着
く

が
、
番
所
の
者
に
刺
さ
れ
、
頼
朝
と
朝
日
前
の
婚
儀
を
恨
み
つ
つ
死
ぬ
。
頼

朝
と
朝
日
の
前
は
八
重
姫
の
霊
に
よ
っ
て
熱
病
に
よ
っ
て
苦
し
め
ら
れ
る

が
、
文
覚
上
人
の
調
伏
に
よ
っ
て
鎮
め
ら
れ
る
、
と
い
う
展
開
で
あ
る
。
こ

の
浄
瑠
璃
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
「
伊
豆
日
記
の
世
界
」
の
基
本
形
と
も
い

う
べ
き
も
の
を
本
書
は
ふ
ま
え
て
い
る
が
、
祐
親
の
娘
が
若
君
と
と
も
に
生

き
延
び
る
点
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。

な
お
、『
頼
朝
伊
豆
日
記
』
以
前
に
も
、
同
様
の
素
材
を
扱
っ
た
古
浄
瑠

璃
と
し
て
『
石
橋
山
七
碕
落
』『
石
橋
山
七
き
お
ち
』
が
あ
る
が
、
祐
親
の

娘
の
名
は
前
者
で
は
「
三
の
ひ
め
君
」、
後
者
で
は
「
す
ゝ
き
の
前
」
で
あ

﹇
千
カ
﹈

り
、
若
君
の
名
は
そ
れ
ぞ
れ
「
せ
ん
つ
る
御
せ
ん
」「
手
つ
る
丸
」
と
な
っ

（
�
）

て
い
る
。

宝
永
七
（
一
七
一
〇
）
年
正
月
、
江
戸
山
村
座
初
演
の
歌
舞
伎
『
傾
城
伊

豆
日
記
』（
津
打
九
平
次
、
同
半
右
衛
門
作
）
は
、
先
の
『
頼
朝
伊
豆
日
記
』

（
�
）

を
翻
案
し
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
展
開
は
複
雑
化
さ

れ
、
登
場
人
物
に
も
変
化
が
見
ら
れ
る
。
頼
朝
と
通
じ
た
伊
東
祐
親
の
娘
の

名
は
万
寿
の
姫
、
北
条
時
政
の
娘
は
朝
日
の
前
と
さ
れ
て
い
る
。
題
目
の

黄表紙『優美源氏鎧雛形』（安永六年刊）について （２０）
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裕
 

働
 

有
 

(21) 

「
傾
城
」
は
、
頼
朝
と
朝
日
の
前
の
恋
仲
を
恨
む
万
寿
の
前
が
、
傾
城
姿
と
 

な
っ
て
北
条
館
の
酒
宴
の
席
に
紛
れ
込
む
こ
と
に
ち
な
む
も
の
で
あ
う
。
万
 

寿
の
前
の
妹
千
寿
の
前
、
朝
日
の
前
の
妹
ふ
せ
や
等
が
登
場
し
て
複
雑
な
展
 

開
と
な
り
、
結
び
で
は
、
石
橋
山
で
敗
れ
た
頼
朝
が
安
房
へ
船
出
し
た
後
、
 

取
り
残
さ
れ
た
万
寿
の
前
と
朝
日
の
前
が
嫉
妬
の
争
い
の
末
に
両
頭
の
大
蛇
 

と
な
り
、
江
の
島
の
弁
財
天
と
し
て
示
現
す
る
。
若
君
を
淵
に
沈
め
る
場
面
 

も
な
く
、
本
書
と
は
大
き
く
隔
た
っ
て
い
る
と
い
と
い
え
よ
う
。
 

宝
永
七
（
一
九
〇
七
）
年
竹
本
座
初
演
と
推
定
さ
れ
て
い
る
近
松
門
左
衛
 

門
の
『
源
氏
れ
い
ぜ
い
ぶ
u
』
で
は
、
祐
親
の
娘
は
藤
の
前
の
名
で
登
場
 

し
、
父
親
が
山
木
判
官
兼
高
と
の
縁
談
を
進
め
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
 

頼
朝
と
通
じ
て
子
を
産
む
。
そ
の
子
は
父
親
の
命
令
で
殺
さ
れ
る
が
、
そ
れ
 

を
描
く
場
面
は
な
く
、
「
や
す
？
、
と
う
み
お
と
せ
し
に
平
家
の
聞
へ
あ
れ
 

ば
と
て
。
父
の
為
に
も
孫
な
ら
ず
や
い
と
し
さ
か
り
を
な
さ
け
な
く
。
松
川
 

の
み
な
そ
こ
に
ふ
し
づ
け
に
し
ず
め
給
ふ
」
と
い
う
藤
の
前
の
台
詞
に
よ
っ
 

て
示
さ
れ
る
の
み
で
あ
り
、
悲
嘆
に
く
れ
る
藤
の
前
は
兼
高
に
よ
っ
て
毒
殺
 

さ
れ
て
し
ま
う
。
な
お
、
こ
の
作
品
に
は
政
子
は
登
場
し
な
い
。
 

並
木
宗
助
・
安
田
蛙
文
作
の
浄
瑠
璃
『
赤
沢
山
伊
東
伝
記
』
は
、
享
保
十
 

六
（
一
七
三
一
）
年
十
月
十
六
日
に
大
坂
豊
竹
座
で
初
演
さ
れ
て
い
観
o

こ
 

の
浄
瑠
璃
で
は
、
頼
朝
と
通
じ
た
伊
東
（
祐
親
）
入
道
の
娘
は
歌
形
姫
、
一
一
 

人
の
間
に
生
ま
れ
た
若
君
の
名
は
友
若
君
と
な
っ
て
い
る
。
伊
東
入
道
か
ら
 

若
君
を
「
車
が
渕
」
に
沈
め
る
ょ
、
ス
叩
ぜ
ら
れ
た
河
津
e
三
郎
は
、
我
が
子
 

を
身
代
わ
り
に
し
よ
う
と
し
て
果
た
せ
な
か
っ
た
も
の
の
、
頼
朝
を
北
条
館
 

に
逃
げ
延
び
さ
せ
る
。
後
を
追
っ
て
き
た
歌
形
姫
は
、
父
入
道
の
遺
言
に
よ
 

り
尼
と
な
る
決
心
を
し
、
頼
朝
は
北
条
政
子
と
祝
言
を
上
げ
る
。
失
敗
は
す
 

る
も
の
の
若
君
の
身
代
り
を
企
て
る
な
ど
、
本
書
と
の
類
似
も
見
出
せ
る
。
 

文
耕
堂
・
三
好
松
洛
・
小
川
半
平
・
竹
田
小
出
雲
・
千
前
軒
作
の
浄
瑠
璃
 

『
伊
豆
院
宣
源
氏
鑑
』
は
、
元
文
六
（
一
七
四
一
）
年
正
月
十
四
日
大
坂
竹
 

本
座
の
初
灘
だ
が
、
伊
東
祐
親
の
娘
乙
女
の
前
が
一
方
的
に
頼
朝
を
恋
慕
し
 

て
お
り
、
関
係
を
結
ぶ
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
父
が
頼
朝
の
暗
殺
を
企
て
て
 

い
る
と
知
っ
た
乙
女
の
前
は
、
そ
の
身
替
り
に
な
る
た
め
に
髪
を
切
っ
て
寝
 

所
に
忍
び
込
む
が
果
た
せ
ず
、
頼
朝
は
討
た
れ
て
し
ま
う
。
悲
嘆
し
た
乙
女
 

の
前
は
自
害
す
る
が
、
実
は
討
た
れ
た
の
は
身
替
り
と
な
っ
て
い
た
祐
親
の
 

三
男
金
吾
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
頼
朝
と
盛
長
主
従
は
北
条
時
政
に
迎
え
ら
れ
 

て
、
八
牧
判
官
を
攻
め
滅
ぼ
す
。
従
っ
て
、
伊
東
祐
親
の
娘
と
頼
朝
の
間
の
 

若
君
は
登
場
し
な
い
が
、
高
倉
宮
と
源
頼
政
の
娘
二
条
院
讃
岐
と
の
間
に
生
 

ま
れ
た
若
宮
が
、
住
吉
の
海
に
簀
巻
き
に
さ
れ
て
投
げ
込
ま
れ
る
と
こ
ろ
を
 

救
わ
れ
る
、
と
い
う
よ
う
に
変
形
さ
れ
て
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。
 

み
よ
、
《
ノ
と
き
く
い
づ
の
き
せ
 

明
和
七
（
一
七
七
〇
）
年
十
一
月
に
江
戸
中
村
座
で
『
女
夫
菊
伊
豆
着
 

わ
た
 

綿
』
が
上
演
さ
れ
て
い
る
。
脚
本
は
確
認
し
え
な
い
が
、
明
和
八
年
刊
の
役
 

者
評
判
記
『
役
者
子
錦
衆
（
瓦
）
』
の
「
尾
上
民
蔵
」
の
項
に
「
う
つ
く
し
 

い
は
い
ふ
も
く
だ
な
り
。
今
度
の
役
伊
藤
娘
た
つ
姫
は
よ
ふ
ご
ざ
つ
た
。
」
 

と
あ
り
、
祐
親
の
娘
が
本
書
と
同
じ
辰
姫
の
名
で
登
場
し
て
い
た
こ
と
が
確
 

認
で
き
る
。
 

福
内
鬼
外
（
平
賀
源
内
）
作
の
浄
瑠
璃
『
蹴
製
鄭
柳
郵
盤
」
「
）
は
安
永
 

二
（
一
七
七
三
）
年
の
初
演
で
、
祐
親
の
娘
は
辰
姫
の
名
で
登
場
す
る
。
辰
 

姫
と
頼
朝
の
間
に
は
朝
若
君
が
生
ま
れ
て
い
た
が
、
そ
の
こ
と
を
知
っ
た
平
 

一 n乙
 0

 
一 

「
傾
城
」
は
、
頼
朝
と
朝
日
の
前
の
恋
仲
を
恨
む
万
寿
の
前
が
、
傾
城
姿
と

な
っ
て
北
条
館
の
酒
宴
の
席
に
紛
れ
込
む
こ
と
に
ち
な
む
も
の
で
あ
う
。
万

寿
の
前
の
妹
千
寿
の
前
、
朝
日
の
前
の
妹
ふ
せ
や
等
が
登
場
し
て
複
雑
な
展

開
と
な
り
、
結
び
で
は
、
石
橋
山
で
敗
れ
た
頼
朝
が
安
房
へ
船
出
し
た
後
、

取
り
残
さ
れ
た
万
寿
の
前
と
朝
日
の
前
が
嫉
妬
の
争
い
の
末
に
両
頭
の
大
蛇

と
な
り
、
江
の
島
の
弁
財
天
と
し
て
示
現
す
る
。
若
君
を
淵
に
沈
め
る
場
面

も
な
く
、
本
書
と
は
大
き
く
隔
た
っ
て
い
る
と
い
と
い
え
よ
う
。

宝
永
七
（
一
九
〇
七
）
年
竹
本
座
初
演
と
推
定
さ
れ
て
い
る
近
松
門
左
衛

（
�
）

門
の
『
源
氏
れ
い
ぜ
い
ぶ
し
』
で
は
、
祐
親
の
娘
は
藤
の
前
の
名
で
登
場

し
、
父
親
が
山
木
判
官
兼
高
と
の
縁
談
を
進
め
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

頼
朝
と
通
じ
て
子
を
産
む
。
そ
の
子
は
父
親
の
命
令
で
殺
さ
れ
る
が
、
そ
れ

を
描
く
場
面
は
な
く
、「
や
す
�
�
と
う
み
お
と
せ
し
に
平
家
の
聞
へ
あ
れ

ば
と
て
。
父
の
為
に
も
孫
な
ら
ず
や
い
と
し
さ
か
り
を
な
さ
け
な
く
。
松
川

の
み
な
そ
こ
に
ふ
し
づ
け
に
し
ず
め
給
ふ
」
と
い
う
藤
の
前
の
台
詞
に
よ
っ

て
示
さ
れ
る
の
み
で
あ
り
、
悲
嘆
に
く
れ
る
藤
の
前
は
兼
高
に
よ
っ
て
毒
殺

さ
れ
て
し
ま
う
。
な
お
、
こ
の
作
品
に
は
政
子
は
登
場
し
な
い
。

並
木
宗
助
・
安
田
蛙
文
作
の
浄
瑠
璃
『
赤
沢
山
伊
東
伝
記
』
は
、
享
保
十

（
�
）

六
（
一
七
三
一
）
年
十
月
十
六
日
に
大
坂
豊
竹
座
で
初
演
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
浄
瑠
璃
で
は
、
頼
朝
と
通
じ
た
伊
東
（
祐
親
）
入
道
の
娘
は
歌
形
姫
、
二

人
の
間
に
生
ま
れ
た
若
君
の
名
は
友
若
君
と
な
っ
て
い
る
。
伊
東
入
道
か
ら

若
君
を
「
車
が
渕
」
に
沈
め
る
よ
う
命
ぜ
ら
れ
た
河
津
の
三
郎
は
、
我
が
子

を
身
代
わ
り
に
し
よ
う
と
し
て
果
た
せ
な
か
っ
た
も
の
の
、
頼
朝
を
北
条
館

に
逃
げ
延
び
さ
せ
る
。
後
を
追
っ
て
き
た
歌
形
姫
は
、
父
入
道
の
遺
言
に
よ

り
尼
と
な
る
決
心
を
し
、
頼
朝
は
北
条
政
子
と
祝
言
を
上
げ
る
。
失
敗
は
す

る
も
の
の
若
君
の
身
代
り
を
企
て
る
な
ど
、
本
書
と
の
類
似
も
見
出
せ
る
。

文
耕
堂
・
三
好
松
洛
・
小
川
半
平
・
竹
田
小
出
雲
・
千
前
軒
作
の
浄
瑠
璃

『
伊
豆
院
宣
源
氏
鑑
』
は
、
元
文
六
（
一
七
四
一
）
年
正
月
十
四
日
大
坂
竹

（
�
）

本
座
の
初
演
だ
が
、
伊
東
祐
親
の
娘
乙
女
の
前
が
一
方
的
に
頼
朝
を
恋
慕
し

て
お
り
、
関
係
を
結
ぶ
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
父
が
頼
朝
の
暗
殺
を
企
て
て

い
る
と
知
っ
た
乙
女
の
前
は
、
そ
の
身
替
り
に
な
る
た
め
に
髪
を
切
っ
て
寝

所
に
忍
び
込
む
が
果
た
せ
ず
、
頼
朝
は
討
た
れ
て
し
ま
う
。
悲
嘆
し
た
乙
女

の
前
は
自
害
す
る
が
、
実
は
討
た
れ
た
の
は
身
替
り
と
な
っ
て
い
た
祐
親
の

三
男
金
吾
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
頼
朝
と
盛
長
主
従
は
北
条
時
政
に
迎
え
ら
れ

て
、
八
牧
判
官
を
攻
め
滅
ぼ
す
。
従
っ
て
、
伊
東
祐
親
の
娘
と
頼
朝
の
間
の

若
君
は
登
場
し
な
い
が
、
高
倉
宮
と
源
頼
政
の
娘
二
条
院
讃
岐
と
の
間
に
生

ま
れ
た
若
宮
が
、
住
吉
の
海
に
簀
巻
き
に
さ
れ
て
投
げ
込
ま
れ
る
と
こ
ろ
を

救
わ
れ
る
、
と
い
う
よ
う
に
変
形
さ
れ
て
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。

み
よ
う
と
き
く
い
づ
の
き
せ

明
和
七
（
一
七
七
〇
）
年
十
一
月
に
江
戸
中
村
座
で
『
女
夫
菊
伊
豆
着

わ
た綿
』
が
上
演
さ
れ
て
い
る
。
脚
本
は
確
認
し
え
な
い
が
、
明
和
八
年
刊
の
役

（
�
）

者
評
判
記
『
役
者
子
錦
衆
（
下
）』
の
「
尾
上
民
蔵
」
の
項
に
「
う
つ
く
し

い
は
い
ふ
も
く
だ
な
り
。
今
度
の
役
伊
藤
娘
た
つ
姫
は
よ
ふ
ご
ざ
つ
た
。」

と
あ
り
、
祐
親
の
娘
が
本
書
と
同
じ
辰
姫
の
名
で
登
場
し
て
い
た
こ
と
が
確

認
で
き
る
。

わ
か
み
ど
り
あ
い
お
い
げ
ん
じ
（
�
）

福
内
鬼
外
（
平
賀
源
内
）
作
の
浄
瑠
璃
『
嫩

葉
相
生
源
氏
』
は
安
永

二
（
一
七
七
三
）
年
の
初
演
で
、
祐
親
の
娘
は
辰
姫
の
名
で
登
場
す
る
。
辰

と
も

姫
と
頼
朝
の
間
に
は
朝
若
君
が
生
ま
れ
て
い
た
が
、
そ
の
こ
と
を
知
っ
た
平

有 働 裕
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黄表紙『優美源氏鎧雛形』（安永六年刊）について (22 ) 

お

さ

だ

 

た
だ
む
ね
 

宗
盛
に
遣
わ
さ
れ
た
長
田
庄
司
忠
宗
が
、
頼
朝
と
若
君
を
殺
す
よ
う
祐
親
に
 

命
じ
る
。
頼
朝
は
江
間
小
四
郎
に
導
か
れ
て
逃
れ
た
も
の
の
、
朝
若
君
は
海
 

に
投
ぜ
ら
れ
、
辰
姫
は
狂
乱
す
る
。
そ
の
後
、
頼
朝
に
一
目
会
っ
て
か
ら
自
 

害
し
よ
う
と
北
条
の
館
に
た
ど
り
着
い
た
辰
姫
は
、
政
子
の
前
に
妨
げ
ら
れ
 

て
言
い
争
い
と
な
る
。
そ
こ
に
忠
宗
と
と
も
に
乱
入
し
た
伊
東
入
道
が
頼
朝
 

の
首
を
討
ち
、
泣
き
縋
る
辰
姫
を
も
刺
し
殺
し
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
す
べ
 

て
は
長
田
庄
司
の
策
略
で
あ
り
、
討
た
れ
た
の
は
実
は
長
田
の
息
子
景
宗
で
 

あ
っ
た
こ
と
が
明
か
さ
れ
て
、
頼
朝
は
政
子
と
結
ば
れ
る
。
意
外
性
に
富
ん
 

だ
展
開
は
本
書
と
か
け
離
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
祐
親
の
娘
の
辰
姫
と
い
う
 

名
や
政
子
と
の
争
い
な
ど
、
類
似
も
見
い
だ
せ
る
。
こ
の
浄
瑠
璃
の
初
演
は
 

ひ
ぜ
ん
 

し
ば
 
ゐ
 

肥
前
座
と
さ
れ
て
お
り
、
本
書
十
四
丁
表
に
「
い
つ
も
肥
前
が
芝
居
で
は
大
 

仕
掛
け
は
打
ち
出
し
だ
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
何
ら
か
の
関
係
性
が
考
え
 

ら
れ
よ
う
。
 

初
代
桜
田
治
助
・
増
山
金
八
作
の
歌
舞
伎
惑
藤
蛾
務
曇
は
天
明
四
 

（
一
七
八
四
）
年
十
一
月
一
日
江
戸
中
村
座
の
初
湖
で
、
伊
東
館
か
ら
駆
け
 

落
ち
し
た
頼
朝
と
辰
姫
が
、
下
田
の
寺
子
屋
で
師
匠
正
木
幸
左
衛
門
と
女
房
 

お
ふ
じ
を
名
乗
っ
て
暮
ら
し
て
い
る
と
い
う
、
飛
躍
し
た
設
定
と
な
っ
て
い
 

る
。
亭
主
の
好
色
ぶ
り
に
手
を
焼
く
お
ふ
じ
で
あ
っ
た
が
、
そ
こ
へ
お
ま
す
 

（
実
は
北
条
政
子
）
や
清
左
衛
門
（
実
は
文
覚
上
人
）
ら
が
訪
ね
て
く
る
。
 

結
局
辰
姫
が
身
を
引
き
頼
朝
と
政
子
が
祝
言
を
挙
げ
る
が
、
辰
姫
は
嫉
妬
に
 

か
ら
れ
て
苦
し
む
と
い
う
展
開
で
、
こ
の
「
辰
姫
悋
気
」
の
所
作
で
用
い
ら
 

れ
る
め
り
や
す
の
 
「
黒
髪
」
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
伊
東
祐
親
の
娘
の
名
 

が
辰
姫
で
あ
り
、
政
子
へ
の
嫉
妬
に
苦
し
む
場
面
が
あ
る
な
ど
、
本
書
と
の
 

類
似
も
見
ら
れ
る
が
、
こ
の
歌
舞
伎
の
初
演
は
本
書
刊
行
の
安
永
六
（
一
七
 

七
七
）
年
よ
り
も
後
の
こ
と
で
あ
る
。
 

以
上
の
よ
う
に
、
頼
朝
と
辰
姫
の
子
が
身
代
り
に
よ
っ
て
生
き
延
び
、
辰
 

姫
と
政
子
の
仲
も
円
満
に
収
ま
る
、
と
い
う
本
書
の
展
開
と
同
じ
も
の
は
今
 

の
と
こ
ろ
見
出
せ
な
い
。
そ
こ
に
作
者
の
創
意
が
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
 

が
、
専
門
分
野
の
方
か
ら
の
御
教
示
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
 

つ
い
で
な
が
ら
、
本
書
の
よ
う
に
伊
豆
に
お
け
る
頼
朝
を
題
材
と
し
た
草
 

双
紙
も
少
な
く
な
い
o

黒
本
・
青
本
『
頼
朝
一
代
議
』
、
黒
本
『
富
士
箱
根
 

曽
我
旧
轡
、
黒
本
・
青
本
『
上
俣
野
真
田
下
ん
』
、
黒
本
・
青
本
『
根
元
石
 

橋
嶋
』
、
黒
本
『
鳴
呼
勇
四
人
与
槌
』
、
青
本
『
曽
我
一
代
識
』
な
ど
で
あ
 

る
。
こ
の
内
、
伊
東
祐
親
の
娘
の
名
を
辰
姫
と
す
る
の
は
『
頼
朝
一
代
記
』
 

と
『
鳴
呼
勇
四
人
与
市
』
、
若
君
の
名
を
「
と
ぢ
ぼ
う
ぎ
み
」
と
す
る
の
は
 

『
新
板
根
源
石
橋
山
』
と
『
曽
我
一
代
記
』
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
影
響
関
係
 

に
つ
い
て
も
後
考
を
俟
ち
た
い
。
 

注
 

(1
） 
古
浄
瑠
璃
正
本
刊
行
会
編
『
竹
本
義
太
夫
浄
瑠
璃
正
本
集
 
上
・
下
巻
』
（
解
 

説
林
久
美
子
、
大
学
堂
書
店
、
一
九
九
五
年
）
、
佐
藤
知
乃
「
曽
我
物
の
翻
案
 

ー
『
頼
朝
伊
豆
日
記
（
幼
曽
我
）
』
か
ら
『
傾
情
伊
豆
日
記
』
へ
ー
」
（
『
歌
舞
 

伎
 
研
究
と
批
評
』
五
六
号
、
二
〇
一
六
年
三
月
）
を
参
照
し
た
。
 

(2
） 
『
石
橋
山
七
碕
落
』
は
寛
永
以
前
の
刊
行
か
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
『
石
橋
山
 

七
き
お
ち
』
は
正
保
四
年
刊
の
江
戸
伊
勢
嶋
宮
内
正
本
。
横
山
重
校
訂
『
古
 

浄
瑠
璃
正
本
集
 
第一 

増
訂
版
』
（
角
川
書
店
、
一
九
六
四
年
）
を
参
照
し
 

た。 

(3
） 
佐
藤
知
乃
前
掲
論
文
。
 

一 m
 

一 

お
さ
だ

た
だ
む
ね

宗
盛
に
遣
わ
さ
れ
た
長
田
庄
司
忠
宗
が
、
頼
朝
と
若
君
を
殺
す
よ
う
祐
親
に

命
じ
る
。
頼
朝
は
江
間
小
四
郎
に
導
か
れ
て
逃
れ
た
も
の
の
、
朝
若
君
は
海

に
投
ぜ
ら
れ
、
辰
姫
は
狂
乱
す
る
。
そ
の
後
、
頼
朝
に
一
目
会
っ
て
か
ら
自

害
し
よ
う
と
北
条
の
館
に
た
ど
り
着
い
た
辰
姫
は
、
政
子
の
前
に
妨
げ
ら
れ

て
言
い
争
い
と
な
る
。
そ
こ
に
忠
宗
と
と
も
に
乱
入
し
た
伊
東
入
道
が
頼
朝

の
首
を
討
ち
、
泣
き
縋
る
辰
姫
を
も
刺
し
殺
し
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
す
べ

て
は
長
田
庄
司
の
策
略
で
あ
り
、
討
た
れ
た
の
は
実
は
長
田
の
息
子
景
宗
で

あ
っ
た
こ
と
が
明
か
さ
れ
て
、
頼
朝
は
政
子
と
結
ば
れ
る
。
意
外
性
に
富
ん

だ
展
開
は
本
書
と
か
け
離
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
祐
親
の
娘
の
辰
姫
と
い
う

名
や
政
子
と
の
争
い
な
ど
、
類
似
も
見
い
だ
せ
る
。
こ
の
浄
瑠
璃
の
初
演
は

ひ
ぜ
ん

し
ば
ゐ

肥
前
座
と
さ
れ
て
お
り
、
本
書
十
四
丁
表
に
「
い
つ
も
肥
前
が
芝
居
で
は
大

じ

か

う

た

仕
掛
け
は
打
ち
出
し
だ
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
何
ら
か
の
関
係
性
が
考
え

ら
れ
よ
う
。

お
お
あ
き
な
い
ひ
る
が
こ
じ
ま

初
代
桜
田
治
助
・
増
山
金
八
作
の
歌
舞
伎
『
大
商
蛭
子
島
』
は
天
明
四

（
�
）

（
一
七
八
四
）
年
十
一
月
一
日
江
戸
中
村
座
の
初
演
で
、
伊
東
館
か
ら
駆
け

落
ち
し
た
頼
朝
と
辰
姫
が
、
下
田
の
寺
子
屋
で
師
匠
正
木
幸
左
衛
門
と
女
房

お
ふ
じ
を
名
乗
っ
て
暮
ら
し
て
い
る
と
い
う
、
飛
躍
し
た
設
定
と
な
っ
て
い

る
。
亭
主
の
好
色
ぶ
り
に
手
を
焼
く
お
ふ
じ
で
あ
っ
た
が
、
そ
こ
へ
お
ま
す

（
実
は
北
条
政
子
）
や
清
左
衛
門
（
実
は
文
覚
上
人
）
ら
が
訪
ね
て
く
る
。

結
局
辰
姫
が
身
を
引
き
頼
朝
と
政
子
が
祝
言
を
挙
げ
る
が
、
辰
姫
は
嫉
妬
に

か
ら
れ
て
苦
し
む
と
い
う
展
開
で
、
こ
の
「
辰
姫
悋
気
」
の
所
作
で
用
い
ら

れ
る
め
り
や
す
の
「
黒
髪
」
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
伊
東
祐
親
の
娘
の
名

が
辰
姫
で
あ
り
、
政
子
へ
の
嫉
妬
に
苦
し
む
場
面
が
あ
る
な
ど
、
本
書
と
の

類
似
も
見
ら
れ
る
が
、
こ
の
歌
舞
伎
の
初
演
は
本
書
刊
行
の
安
永
六
（
一
七

七
七
）
年
よ
り
も
後
の
こ
と
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
頼
朝
と
辰
姫
の
子
が
身
代
り
に
よ
っ
て
生
き
延
び
、
辰

姫
と
政
子
の
仲
も
円
満
に
収
ま
る
、
と
い
う
本
書
の
展
開
と
同
じ
も
の
は
今

の
と
こ
ろ
見
出
せ
な
い
。
そ
こ
に
作
者
の
創
意
が
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る

が
、
専
門
分
野
の
方
か
ら
の
御
教
示
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

つ
い
で
な
が
ら
、
本
書
の
よ
う
に
伊
豆
に
お
け
る
頼
朝
を
題
材
と
し
た
草

（

）

双
紙
も
少
な
く
な
い
。
黒
本
・
青
本
『
頼
朝
一
代
記
』、
黒
本
『
富
士
箱
根

（

）

（

）

曽
我
旧
跡
』、
黒
本
・
青
本
『
上
俣
野
真
田
下
〆
』、
黒
本
・
青
本
『
根
元
石

（

）

（

）

（

）

橋
山
』、
黒
本
『
嗚
呼
勇
四
人
与
市
』、
青
本
『
曽
我
一
代
記
』
な
ど
で
あ

る
。
こ
の
内
、
伊
東
祐
親
の
娘
の
名
を
辰
姫
と
す
る
の
は
『
頼
朝
一
代
記
』

と
『
嗚
呼
勇
四
人
与
市
』、
若
君
の
名
を
「
と
ぢ
ぼ
う
ぎ
み
」
と
す
る
の
は

『
新
板
根
源
石
橋
山
』
と
『
曽
我
一
代
記
』
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
影
響
関
係

に
つ
い
て
も
後
考
を
俟
ち
た
い
。

注（
１
）
古
浄
瑠
璃
正
本
刊
行
会
編
『
竹
本
義
太
夫
浄
瑠
璃
正
本
集

上
・
下
巻
』（
解

説
林
久
美
子
、
大
学
堂
書
店
、
一
九
九
五
年
）、
佐
藤
知
乃
「
曽
我
物
の
翻
案

│
『
頼
朝
伊
豆
日
記
（
幼
曽
我
）』
か
ら
『
傾
情
伊
豆
日
記
』
へ
│
」（『
歌
舞

伎

研
究
と
批
評
』
五
六
号
、
二
〇
一
六
年
三
月
）
を
参
照
し
た
。

（
２
）
『
石
橋
山
七
碕
落
』
は
寛
永
以
前
の
刊
行
か
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。『
石
橋
山

七
き
お
ち
』
は
正
保
四
年
刊
の
江
戸
伊
勢
嶋
宮
内
正
本
。
横
山
重
校
訂
『
古

浄
瑠
璃
正
本
集

第
一

増
訂
版
』（
角
川
書
店
、
一
九
六
四
年
）
を
参
照
し

た
。

（
３
）
佐
藤
知
乃
前
掲
論
文
。

黄表紙『優美源氏鎧雛形』（安永六年刊）について （２２）
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(4
） 
近
松
全
集
刊
行
会
編
『
近
松
全
集
 
第
六
巻
』
（
解
題
長
友
千
代
治
、
岩
波
書
 

店
、
一
九
八
七
年
）
を
参
照
し
た
。
 

(5
） 
義
太
夫
節
正
本
刊
行
会
編
『
赤
沢
山
伊
東
伝
記
』
（
解
題
黒
石
陽
子
、
玉
川
大
 

学
出
版
部
、
二
〇
〇
七
年
）
を
参
照
し
た
。
 

(6
） 
義
太
夫
節
正
本
刊
行
会
編
『
伊
豆
院
宣
源
氏
鑑
』
解
題
伊
藤
り
さ
、
玉
川
大
 

学
出
版
部
、
二
〇
〇
二
年
）
を
参
照
し
た
。
 

(7
） 
役
者
評
判
記
研
究
会
『
歌
舞
伎
評
判
記
集
成
 
第
二
期
 
第
十
巻
』
（
岩
波
書
 

店、 

一
九
九
二
年
）
に
よ
る
。
 

(8
） 
安
永
二
年
四
月
三
十
日
。
江
戸
肥
前
座
で
上
演
。
平
賀
源
内
先
生
顕
彰
會
編
 

『
平
賀
源
内
全
集
 
下
巻
』
（
名
著
刊
行
会
、
一
九
七
〇
年
）
に
よ
る
。
 

(9
） 
郡
司
正
勝
校
訂
『
名
作
歌
舞
伎
全
集
 
第
十
三
巻
』
（
東
京
創
元
新
社
、
一
九
 

六
九
年
）
を
参
照
し
た
。
 

裕
 

（ 10 

） 
画
作
者
未
詳
o

永
享
元
年
刊
か
o

黒
石
陽
子
「
『
頼
朝
一
代
記
』
に
つ
い
て
」
 

令
叢
』
十
六
号
、
 
一
九
九
四
年
）
、
同
「
『
頼
朝
一
代
記
』
に
つ
い
て
（
前
 

承
）
」
（
『
叢
』
十
七
号
、
一
九
九
五
年
）
を
参
照
し
た
。
 

働
 

（ 11
 

） 
画
作
者
未
詳
o

丹
和
浩
「
黒
本
『
縫
曽
我
旧
跡
』
に
つ
い
て
」
（
『
叢
』
十
」1 

有
 

号
、
一
九
九
〇
年
）
を
参
照
し
た
。
 

( 12
 

） 
明
和
八
年
刊
か
。
黒
石
陽
子
「
『
夫
は
石
橋
山
／
是
は
狂
言
山
 
上
俣
野
真
田
 

下
メ
』
に
つ
い
て
」
（
『
叢
』
二
十
九
号
、
二
〇
〇
九
年
）
を
参
照
し
た
。
 

( 13 

） 
画
作
者
未
詳
、
明
和
八
年
か
。
黒
石
陽
子
「
『
新
版
根
元
石
橋
山
』
に
つ
い
 

て
」
（
『
叢
』
三
十
号
、
二
〇
〇
六
年
）
を
参
照
し
た
。
 

( 14
 

） 
桂
子
作
、
鳥
居
清
経
画
。
安
永
五
、
六
年
こ
ろ
の
刊
か
。
黒
石
陽
子
「
二
四
 

人
与
一
〕
に
つ
い
て
』
」
（
『
叢
』
二
十
八
号
、
二
〇
〇
七
年
）
を
参
照
し
た
。
 

( 15 

） 
画
作
者
・
刊
年
未
詳
。
黒
石
陽
子
「
青
本
『
曽
我
一
代
記
に
つ
い
て
ヒ
 

令
叢
』
二
十
号
、
 
一
九
九
八
年
）
を
参
照
し
た
。
 

(23) 

100 

（
４
）
近
松
全
集
刊
行
会
編
『
近
松
全
集

第
六
巻
』（
解
題
長
友
千
代
治
、
岩
波
書

店
、
一
九
八
七
年
）
を
参
照
し
た
。

（
５
）
義
太
夫
節
正
本
刊
行
会
編
『
赤
沢
山
伊
東
伝
記
』（
解
題
黒
石
陽
子
、
玉
川
大

学
出
版
部
、
二
〇
〇
七
年
）
を
参
照
し
た
。

（
６
）
義
太
夫
節
正
本
刊
行
会
編
『
伊
豆
院
宣
源
氏
鑑
』
解
題
伊
藤
り
さ
、
玉
川
大

学
出
版
部
、
二
〇
〇
二
年
）
を
参
照
し
た
。

（
７
）
役
者
評
判
記
研
究
会
『
歌
舞
伎
評
判
記
集
成

第
二
期

第
十
巻
』（
岩
波
書

店
、
一
九
九
二
年
）
に
よ
る
。

（
８
）
安
永
二
年
四
月
三
十
日
。
江
戸
肥
前
座
で
上
演
。
平
賀
源
内
先
生
顕
彰
會
編

『
平
賀
源
内
全
集

下
巻
』（
名
著
刊
行
会
、
一
九
七
〇
年
）
に
よ
る
。

（
９
）
郡
司
正
勝
校
訂
『
名
作
歌
舞
伎
全
集

第
十
三
巻
』（
東
京
創
元
新
社
、
一
九

六
九
年
）
を
参
照
し
た
。

（
１０
）
画
作
者
未
詳
。
永
享
元
年
刊
か
。
黒
石
陽
子
「『
頼
朝
一
代
記
』
に
つ
い
て
」

（『
叢
』
十
六
号
、
一
九
九
四
年
）、
同
「『
頼
朝
一
代
記
』
に
つ
い
て
（
前

承
）」（『
叢
』
十
七
号
、
一
九
九
五
年
）
を
参
照
し
た
。

（
１１
）
画
作
者
未
詳
。
丹
和
浩
「
黒
本
『
富
士
箱
根
曽
我
旧
跡
』
に
つ
い
て
」（『
叢
』
十
三

号
、
一
九
九
〇
年
）
を
参
照
し
た
。

（
１２
）
明
和
八
年
刊
か
。
黒
石
陽
子
「『
夫
は
石
橋
山
／
是
は
狂
言
山

上
俣
野
真
田

下
〆
』
に
つ
い
て
」（『
叢
』
二
十
九
号
、
二
〇
〇
九
年
）
を
参
照
し
た
。

（
１３
）
画
作
者
未
詳
、
明
和
八
年
か
。
黒
石
陽
子
「『
新
版
根
元
石
橋
山
』
に
つ
い

て
」（『
叢
』
三
十
号
、
二
〇
〇
六
年
）
を
参
照
し
た
。

（
１４
）
桂
子
作
、
鳥
居
清
経
画
。
安
永
五
、
六
年
こ
ろ
の
刊
か
。
黒
石
陽
子
「『〔
四

人
与
一
〕
に
つ
い
て
』」（『
叢
』
二
十
八
号
、
二
〇
〇
七
年
）
を
参
照
し
た
。

（
１５
）
画
作
者
・
刊
年
未
詳
。
黒
石
陽
子
「
青
本
『
曽
我
一
代
記
に
つ
い
て
』」

（『
叢
』
二
十
号
、
一
九
九
八
年
）
を
参
照
し
た
。

有 働 裕

― １００ ―

（２３）


